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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

２００８年　市制５０周年�
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○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
横
断
禁
止

場
所
の
横
断
や
、
車
の
直
前
直
後

の
横
断
は
大
変
危
険
で
す
。
横
断

歩
道
や
歩
道
橋
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
横
断
歩
道
を
渡
る
と

き
は
信
号
が
青
で
も
、
車
が
来
な

い
か
必
ず
左
右
の
安
全
を
確
か
め

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　町田市、町田警察署、町田
交通安全協会、町田地域交通
安全活動推進委員協議会、町
内会・自治会連合会などが協
力して「交通事故のない、明
るく、安全で、住みよい街」
を目指します。

『
運
動
の
基
本
』

１
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

　

時
速　

㎞
で
衝
突
し
た
場
合
、

４０

体
重
の
約　

倍
も
の
力
が
加
わ
り

３０

ま
す
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
全

て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正

し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗
せ
る
と

き
は
、
年
齢
・
体
格
に
合
っ
た
チ

『
運
動
の
重
点
』

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

２
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
走
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
外
出
す
る
と
き
は

明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を
身
に

着
け
ま
し
ょ
う
。
無
灯
火
の
自
転

車
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
よ
く
見
え

ま
せ
ん
。
自
転
車
も
夕
暮
れ
時
に

な
っ
た
ら
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。

３
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
お
酒
を
飲
ん
で
運
転

す
る
人
の
車
に
同
乗
し
て

も
い
け
ま
せ
ん
。
運
転
す

る
人
に
お
酒
を
提
供
す
る

こ
と
・
お
酒
を
飲
ん
だ
人

に
車
を
貸
す
こ
と
も
絶
対

禁
止
で
す
。
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
主
役
に
な
れ
ば
、
飲
酒

運
転
は
根
絶
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど

へ
行
く
場
合
は
、
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を

決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま

で
送
り
届
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

４
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

二
輪
車
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

安
全
走
行
と
し
て
次
の
５
点
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

①
交
差
点
内
で
は
右
左
折
車
両
に

特
に
注
意
す
る

②
カ
ー
ブ
手
前
で
は
、
必
ず
減
速

す
る

③
車
線
を
守
っ
て
安
全
な
速
度
で

走
る

④
前
方
の
安
全
を
確
か
め
て
安
全

な
速
度
で
走
る

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
あ
ご
ひ
も
を
し

っ
か
り
締
め
る

□問
 

町
田
市
交
通
安
全
課
��
７
２
４

・
１
１
３
６
、
町
田
警
察
署
��
７

２
２
・
０
１
１
０

町町田田市市民民病病院院
小小児児救救急急医医療療のの
休休止止ににつついいてて

□□問問���������������������������������

　

町
田
市
民
病
院
は
、
東
京
都
か

ら
二
次
救
急
医
療
機
関
（
小
児

科
）
の
指
定
を
受
け
、
地
域
医
療

に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
小
児
科
医
師
不
足
の
た

め
、
小
児
救
急
医
療
機
関
の
指
定

を
休
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
９
月　

日（
木
）

２５

午
前
８
時　

分
を
も
ち
ま
し
て
、

３０

小
児
救
急
医
療
の
対
応
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

町
田
市
民
及
び
地
域
住
民
の
皆

様
方
に
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
く
、
小
児
救
急
が

再
開
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
日
の
小
児
科
外
来
及

び
外
来
を
通
じ
た
入
院
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

最
近
ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
て
い

る
悪
質
商
法
や
、
複
雑
化
す
る
税

制
度
等
に
つ
い
て
、
忠
生
市
民
セ

ン
タ
ー
で
は
地
域
の
身
近
な
専
門

相
談
の
窓
口
と
し
て　

月
か
ら
毎

１０

月
第
４
週
の
月
・
水
・
金
曜
日
に

「
出
張
相
談
」
を
始
め
ま
す
。

　

相
談
は
専
門
部
署
の
担
当
者
が

お
受
け
し
ま
す
。
相
談
内
容
の
詳

細
は
各
月　

日
発
行
の
本
紙
で
お

１１

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
。

□問
 

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
��
７
９
１

・
２
８
０
２

忠生市民センター　出張相談
１０月・１１月の予定

期日・内容

２４日（金）
資産税に関す
る相談　　　 

２２日（水）
国民健康保険
に関する相談 

２０日（月）
消費生活に関
する相談　　

１０月

２１日（金）
納税に関する
相談　　　　

１９日（水）
国民健康保険
に関する相談

１７日（月）
消費生活に関
する相談　　

１１月

　

（
財
）
駿
府
博
物
館
は
、
昭
和

　

年
に
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送

４６の
創
始
者
・
大
石
光
之
助
氏
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
元
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
画
、
墨
跡
ほ
か
数
々

の
名
品
を
所
蔵
す
る
こ
と
で
名
高

い
博
物
館
で
す
が
、
な
か
で
も
近

代
の
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
有

名
で
す
。
こ
の
度
、
同
館
の
全
面

協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
日
本
画
の

名
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

横
山
大
観
、
伊
東
深
水
、
川
合

玉
堂
、
竹
内
栖
鳳
な
ど
、
巨
匠
た

ち
の
名
品
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

展
示
作
品
例

　

横
山
大
観
「
仲
秋
の
月
」

　

下
村
観
山
「
狐
婚
礼
」

　

竹
内
栖
鳳
「
秋
霽
」

　

伊
東
深
水
「
吹
雪
」

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
全　

件
６４

※
日
本
画
の
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
を
意

外
な
角
度
か
ら
ご
紹
介
す
る
小
冊

子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
会
期　

９
月　

日
（
火
）
〜　

３０

１１

月
３
日
（
祝
）

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
３０○

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
た
だ

し
、　

月　

日
と　

月
３
日
（
と

１０

１３

１１

も
に
祝
）
は
開
館
。　

月　

日

１０

１４

（
火
）
は
休
館

　

会
場
は
い
ず
れ
も
博
物
館
講
堂

で
、
時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時　
３０

分
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

①
「
近
代
日
本
画
と
日
本
美
術

院
」　

○
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

１９

○
講
師　

東
京
国
立
博
物
館
研
究

員
・
植
田
彩
芳
子
氏

②
「
京
都
の
日
本
画－

竹
内
栖
鳳

を
中
心
に－

」

○
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２６

○
講
師　

東
京
国
立
近
代
美
術
館

研
究
員
・
中
村
麗
子
氏

町
田
市
立
博
物
館
・
公
民
館
共
催

事
業
【
「
駿
府
博
物
館
所
蔵　

日

本
画
名
品
展
」
を
鑑
賞
し
ま
し
ょ

う
！
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

○
期
日　
　

月　

日
（
金
）

１０

１７

○
時
間
・
内
容　

午
前　

時
か
ら

１０

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
で
東
京
国
立

博
物
館
研
究
員
・
植
田
彩
芳
子
氏

に
よ
る
講
義
、
午
後
１
時　

分
に

３０

バ
ス
で
博
物
館
へ
移
動
し
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
受
け
ま
す
。

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

９
月　

日
正
午
〜

２１

　

月
６
日
に
電
話
で
町
田
市
コ
ー

１０ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５
６

５
６
）
へ
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
��
７
２
８

・
０
０
７
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�
�

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

で
す
。
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ

い
。

○
期
日　
　

月　

日
、　

月
１
日

１０

１１

１１

（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

○
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

□問
 

町
田
市
立
博
物
館
��
７
２
６
・

１
５
３
１

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��

　
 
剪 
定
枝
資
源
化
セ
ン
タ
ー
生
ま

せ
ん

れ
の
土
壌
改
良
材
（
チ
ッ
プ
た
い

肥
）
の
販
売
が
９
月　

日
か
ら
始

２２

ま
り
ま
す
。

○
販
売
価
格　
　

㎏
あ
た
り　

円

１０

３０

※
た
だ
し
、
市
内
農
家
は　

㎏
あ

１０

た
り　

円
（
生
チ
ッ
プ
、
配
送
等

１０

に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
確
認
下
さ

い
）
。

○
販
売
日
時　

月
〜
土
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
８
時　

分
〜　

３０

１１

時　

分
、
午
後
１
時
〜
５
時

３０
○
販
売
場
所　

剪
定
枝
資
源
化
セ

ン
タ
ー
（
小
野
路
町
３
３
３
２
、

��
７
０
８
・
４
７
７
２
）

□問
 

ご
み
減
量
課
��
７
９
７
・
０
５

３
０

���������	���������	

��������������

９月２１日（日）～３０日（火）

������������
����������
����������

忠忠
生生
市市
民民
セセ
ンン
タタ
ーー
でで

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��横山大観「仲秋の月」１９５３年

４８．０×５７．１cm　絹本着色軸装一幅

▲

三
木
翠
山
「
深
園
の
月
」
制
作
年
不
詳

１
４
０
・
５
×　

・
３
㎝　

絹
本
着
色
軸
装
一
幅

４２



２００８．　．　（　） ９ ２１２ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

　突然死は不意に襲ってくる大変不幸な出来事
です。それが一家の大黒柱や職場の中心的な人
に生じたとしたら…、家族や職場に与える影響
は計り知れません。一方、医学の長い歴史から
現在ではほとんどの病気の 顛  末 が分かっていま

てん まつ

す。要するに病気の将来というものが予測可能
な時代が現代です。そこで病気の将
来を知ることにより、適切な医療を
施して予後を良くするための予防医
学というものが大切になってくるわ
けです。
　医師会が予防医学の重要性を唱え
てから、半世紀近くが過ぎようとし
ています。医療保険は病気にのみ適
応するもので予防には医療費を使用
すべきではないと主張してきた行政
も遅ればせながら、予防医学の重要性にやっと
目を向けてくれる時代になってくれました。皮
肉なことに、市民の皆様がご存知のように財政
的緊迫から生じたという動機が、後述するよう
な新たな問題を提起するのですが、理由はとも
かく財政面や予防医学的にも職場や家庭の安心
が増すという意味では評価できるものです。
　功があれば、罪にも目を向けなければなりま
せん。身近なものとしては、ジェネリック医薬

品の普及を推進している根拠が財政問題という
ところが医療に歪みを生じる可能性があるので
はないでしょうか。高血圧症の治療を一例に挙
げると、ご存知のように高血圧症は冠動脈危険
因子のなかでもとりわけ重要な危険因子です。
さらに患者様の絶対数が多いことも重要な要素
です。血圧を単に下げることは重要なことのひ
とつであり、毎日測定する血圧が低下すること
は目に見えて喜ばしいことです。

　一方、体の内面で生じる変化に
目を向けると、生体内では低下し
た血圧を何とか元に戻そうとする
内因性因子機能が働きだします。
つまり体の中では血圧を上昇させ
る反射が生じていることに目を向
けなければなりません。そのため
に冠動脈硬化の予防効果は減弱し
てしまうわけです。
　最近開発された降圧薬に関して

は、そういったいわゆる内因性因子に目をむ
け、見かけ上の降圧のみならず体の内面からも
良い状態にするお薬です。難点は多額の開発費
のために発売当初には薬価が高いということで
す。そのようなことも考慮に入れ医療の後退現
象を予防しつつジェネリック医薬品をうまく織
り交ぜながら健全な財政に協力を惜しまず、適
正な医療の提供に我々は精進しなければなりま
せん。

　救急車の適正利用にご協力をお願いします。
☆救急車を呼んだほうがいいのかな？

　救急相談通信員や救急相談看護師が相談にお答
えします。
　必要に応じて救急相談医が適切なアドバイスを
します。
○主なサービス内容

◆受診に関するアドバイス　◆応急手当に関する
アドバイス　◆医療機関案内　◆必要な場合は救
急車を手配
☆緊急ではないけれど病院にいきたい！

○主なサービス内容

◆最寄りの民間患者等搬送事業者の案内
◆サポートＣａｂ（救命講習修了者が運転するタ
クシー）の案内

□問 町田消防署警防課��７２２・０１１９
町田市防災安全課��７２４・２１０７

東京消防庁救急相談センター（２４時間、年中無休）

��＃７１１９または０４２・５２１・２３２３

東京民間救急コールセンター（２４時間、年中無休）

��０５７０・０３９・０９９または０３・３２６２・００３９

救急車を呼ぶ前に救急車を呼ぶ前に予防医学のあり方について

����������
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①今からはじめる貯筋！ （運動器の機能向上）
　○何歳になっても筋力をつけることはできます。
　○足腰の筋力をつけましょう。

②食べる楽しみを大切に！ （栄養改善）
　○バランスよく食べましょう。

③体は動いても「口の寝たきり」に（口腔機能の向上）
　○よく噛んで、味わって、楽しく食べましょう。
　○よくしゃべり、よく笑い、笑顔美人になりましょう。

④生活空間を外へ広げていきましょう！ （閉じこもり予防）
   ○外に出て、頭と体に良い刺激を。

⑤脳を鍛えましょう！ （認知症予防）
   ○認知症は、予防できます。

⑥ＳＴＯＰ！ 心の風邪（うつ予防）
　○うつは誰にでもなる可能性がありますが、 

正しく治療すれば治る病気です。

　介護予防健診（生活機能評価）は生活機
能（日常生活で必要となる機能）の低下の
確認と早期発見を行うための健診です。危
険な老化のサインを早期に発見し、早期に
対応しましょう。
○対象者
　町田市介護保険被保険者証をお持ちの
６５歳以上の方で、介護保険の要介護・要
支援認定を受けていない方。
○受診方法
　　町田市国民健康保険加入者、後期高齢
者医療被保険者証をお持ちの方などは、
成人健康診査と同時に受診ができます。
　　成人健康診査を受診する機会のない方
は、年１回、介護予防健診のみを単独で
受診できます。実施医療機関を予約し、
介護保険被保険者証をお持ちの上、直接
受診して下さい（市役所への申し込みは
不要です）。
※介護予防健診は無料です。

○実施医療機関
　　成人健康診査を実施している、町田市
医師会加入の医療機関

○健診内容
　基本チェックリスト（生活機能に関す
る２５項目の質問表）、問診、身体測定
（身長・体重・ＢＭＩ）、血圧測定、理
学的検査（視診…口腔内所見含む、打聴
診、触診）ほか

○健診の結果、生活機能の低下が疑われる
方には、後日高齢者福祉課及び地域包括
支援センターより低下を防ぐための介護
予防事業を案内します。

※介護予防健診については　高齢者福祉課
（��７２４・２１４６）、成人健康診査の受診
期間等については　保険年金課（��７２４
・２１３０）、成人健康診査の内容について
は　健康課（��７２５
・５１７８）へお問い合
わせ下さい。

����������������		
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����������������		

����������������������

　昨年度までの基本健康診査（誕生月の健診）にかわっ
て今年始まった「成人健康診査」を受けるには、受診券
が必要になります。受診券は誕生月に応じて、年４回に
分けてお送りしています。

　昭和８年１０月生まれの方、昭和１８年１０・１１・１２月生ま
れの方は受診資格の関係で、４回目の１０月末にお送り
し、１１月～２００９年１月が受診月となります。
　なお、受診期間に受診できなかった方、４月２日以降
に町田市国民健康保険に加入・後期高齢者医療被保険者
証を取得した方で、受診希望の方はお問い合わせ下さ
い。
□問 保険年金課��７２４・２１３０
　（４０歳以上の生活保護受給の方は健康課��７２５・５１７８）

９月末から１０月初めに受診券をお送りする方
（受診期間は１０月～１２月）

４０歳以上の町田市国民健康保険加入者・後期高齢者医療被保険者
証をお持ちの方・生活保護受給の方でかつ

●１０・１１・１２月生まれ（昭和８・１８年生まれを除く）

●昭和８年８・９月生まれ、昭和１８年８・９月生まれ

●昭和９年１・２・３月生まれ

������������������������	
���������	
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健康�
　メモ�
（町田市医師会）�

　高齢期の健康づくりは生活習慣病の予防に加え、介護予防が大切です。
　介護予防とは、健康な生活を長く続け、介護を受ける状態にならない
ようにすることです。
　自分らしく生きがいをもって暮らせる生活を目指しましょう。

��������������������		
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□問高齢者福祉課��７２４・２１４６
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□問 いきいき健康部総務担当��７２４・４０１７ 

   健康とは、単に疾病や障がいの状態にとらわれずに、社会の一
員として生きがいを感じ活動している状態をいいます。市では、
この秋、市民の皆さんの日々の暮らしの中で実践できる健康づく

りのヒントが得られるような、様々なイベントを用意しました。
   お申し込み方法等については、随時、本紙等でお知らせしま
す。皆さんの参加をお待ちしています。

　詳しくは各市
民センター、各
地域包括支援セ
ンター等で配布
のパンフレット
をご覧下さい。

����������������
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□問 健康課��７２５・５１７８
��������	
������
　腹囲が下記の基準以上で、かつ血液検査の３つの項目のうち、２つ以上の項目に
該当する場合はメタボリックシンドロームと診断されます。
　診断するには、血液検査が必要です。健康診査を受けましょう。
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次の質問に当てはまる項目に、○をして下さい。

　現在、日本人の主要死因は、がん、心臓病、脳卒中ですが、そのうち心臓病と脳
卒中は動脈硬化が要因となる病気です。この動脈硬化の進行に深く関わっているの
が、お腹の内臓のまわりにたまる内臓脂肪。内臓脂肪の蓄積がもとになる「メタボ
リックシンドローム」が注目されています。
　内臓脂肪は、食べ過ぎや不規則な食事、運動不足、喫煙、ストレス、お酒の飲み
すぎなど、日々の悪い生活習慣が原因となって蓄積されてしまいます。生活習慣
（食生活・運動・禁煙など）を改善することで、内臓脂肪を減らし、メタボリック
シンドロームを予防することができるのです。
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腹囲（おへそまわり）
〔男性〕　８５㎝以上
〔女性〕　９０㎝以上
男女ともに、腹囲ＣＴ検査の内臓脂肪
面積が１００㎝２以上に相当

①脂質
中性脂肪値　１５０㎎／dl以上
ＨＤＬコレステロール値　４０㎎／dl未満
のいずれかまたは両方
②血圧
最高（収縮期）血圧１３０㎜Hg以上
最低（拡張期）血圧 ８５㎜Hg以上
のいずれかまたは両方
③血糖値
空腹時血糖値　１１０㎎／dl以上

腹囲の正しい測り方

立った状態で、巻尺
をおへその高さに水
平に巻きます。両腕
は自然に下げ、普通
に息をして、吐きき
ったときに測りま
す。
★腹囲はズボンやス
カートなどのウエス
ト位置ではなく、お
へその高さで測りま
す！

※特定健診に基づく保健指導対象者の抽
出に用いる数値とは異なります。

はい質　　問

食事を満腹になるまで食べる１

朝食を抜くことが多い２

よくかまずに早食いしている３

夜遅い時間に食事をする４

お酒をたくさん飲む５

運動はほとんどしない６

移動に車を使うことが多い７

１日中座っていることが多い８

たばこを吸っている９

ストレスをためやすい１０

メタボリックシンド
ロームの予防・改善
には……
１に運動、２に食
事、しっかり禁煙、
最後にクスリ
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　特定保健指導は、特定健康診査の結果、このままだと深刻な生
活習慣病が発症するリスクが高いと判断され、かつ生活習慣の改
善により予防効果が高いと判断された人を対象に実施される、生
活習慣病予防の支援です。成人健康診査を受診された方（４０歳～
７４歳の市の国民健康保険加入の方）で、該当の方には受講のご案
内を送ります。
　それ以外の方でも、何か気になることがある場合は、栄養士や
保健師に相談してみて下さい。あなたにあった方法を一緒に考え
ていきます。

問い合わせ・相談　健康課��７２５・５１７８

○の数がゼロ

　これからも今の
生活を維持して下
さい。

○の数が１個以上

　今の生活習慣を再
度見直して下さい。
自分にあった改善方
法を見つけて、でき
ることから始めまし
ょう。＋

�����������������	

１０月１日は午後２時から講演会「アンチエイジング
（老化防止）のお話～笑って歩いて長生きを～」
○講師　国分寺病院院長・高木智匡氏
○会場　町田市民フォーラム
○申し込み　９月２８日までに電話で町田市コールセ
ンター（��７２４・５６５６）へ。

□問 高齢者福祉課��７２４・２１４６

��������	
������

１０月２８日は「イキイキ高齢者の活動発表会」と
実演会「笑顔でもっと健康に」
※詳細は本紙１０月１日号でお知らせします。

□問 高齢者福祉課��７２４・２１４６

　好評につき１０月１日より健康課
（健康福祉会館）でも販売するこ
とになりました。１冊１００円で
す。市政情報「やまびこ」でも販
売しています。町田市ホームペー
ジでもご覧いただけます。

□問 健康課��７２５・５１７８

���������

１０月２２日（水）は講演会「大
切なあなたのために…知って
おきたい乳がんのこと」
※詳細は本紙１０月１日号でお
知らせします。

□問 健康課��７２５・５１７８
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テーマ「自分らしい“いきいき”の道、見つけた」
○期日　１１月１日（土）
○会場　町田市健康福祉会館・まちだ中央公民館
※詳細は本紙１０月２１日号でお知らせします。

□問 健康課��７２５・５１７８
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　市の保健所設置に向けて、健康づくり・健康危機管理をテ
ーマにシンポジウムを開催します。
○日時　１０月１５日（水）午後１時３０分～４時（午後１時開場）
○会場　町田市文化交流センター６階ホール
○内容　
【第１部】基調講演「新型インフルエンザなどから学ぶ健康危

機管理」、講師＝順天堂大学医学部・堀口逸子氏
【第２部】発表「町田市の保健所設置についての基本的な考え方」
【第３部】パネルディスカッション「自助・互助・公助がつくる健康都市とは」
○定員　１６２人（申し込み順）
○申し込み　電話またはＦＡＸで町田市コールセンター
　（��７２４・５６５６、�７２４・５６００）へ。

□問 保健所政令市準備課��７２４・４０１７
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��������	
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を
展
示
し
ま
す
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ロ
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マ
の
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歳
か
ら
晩
年
ま
で
か
け
て
名

２８
所
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描
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続
け
た
『
ロ
ー
マ
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景

観
』
か
ら　

点
を
現
地
写
真
も
交

３７

え
な
が
ら
展
覧
し
ま
す
。

○
会
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月
４
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（
土
）
〜　

１０

１１

月　
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祝
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２４
※
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勤
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謝
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日
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休
館
）

２５

○
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同
館
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企
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○
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覧
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一
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校
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円
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中
学
生
以
下

無
料

※
初
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月
３

１０

１１
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文
化
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日
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無
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）
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（
入
館
は
午
後
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催
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演
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「
ピ
ラ
ネ
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ジ
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ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
ロ
ー
マ
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直
接
会
場
に
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
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月　

日
（
土
）
午
後

１０

１１

２
時
〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

同
館
講
堂

○
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

○
講
師　

静
岡
県
立
美
術
館
主
任

学
芸
員
・
新
田
建
史
氏

※
手
話
通
訳
付
き
。

館
長
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト
ー
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月
８
日
（
土
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２
時
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あ
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ト
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ク
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フ
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「
鑑
賞
の
た
め
の
静
け
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」
よ

り
も
作
品
を
め
ぐ
る
会
話
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
小
さ
な
お

子
さ
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も
気
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に
ど
う
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。

○
期
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展
覧
会
初
日
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土
曜

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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 －－

未
知
な
る
都
市
の
彼
方
へ

未
知
な
る
都
市
の
彼
方
へ－－

展展　　

　

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス

タ
・
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
（
１
７
２
０－

　

）
は
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

７８ア
近
郊
で
生
ま
れ
、
ロ
ー
マ
で
活

躍
し
た
版
画
家
で
す
。

　

本
展
で
は
迫
力
溢
れ
る
傑
作

と
、
は
る
か
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
や

ロ
ー
マ
か
ら
遠
く
ア
ジ
ア
ま
で
、

ま
だ
見
ぬ
都
市
へ
と
空
想
を
は

せ
、
建
築
や
装
飾
に
そ
の
粋
を
結

実
さ
せ
た
版
画
や
書
籍
、
約
２
０

０
点
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

過
去
へ
の
ま
な
ざ
し

　

ピ
ラ
ネ
ー
ジ
は
熱
心
に
考
古
学

的
な
調
査
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は　

代
に
制
作
さ
れ
た
瑞
々
し
い

２０
遺
跡
集
、
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

大
作
『
ロ
ー
マ
の
古
代
遺
跡
』
な

ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

彼
方
へ
の
ま
な
ざ
し

　

見
る
も
の
を
幻
想
の
世
界
へ
と

誘
う
特
異
な
空
間
を
描
い
て
後
世

の
文
学
者
ら
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
傑
作
『
牢
獄
』
全　

点
な
ど

１６

パブリック�
コメント�

�����������

ー募集期間ー
９月２２日（月）～１０月２１日（火）

ー資料の閲覧及び配布ー
　「町田市の保健所設置についての基本的
な考え方」は、町田市ホームページのほ
か、以下の窓口で閲覧及び資料の配布を行
っています。
・保健所政令市準備課（市役所森野分庁舎４
階）、市民相談室（市役所本庁舎１階）、
健康課（健康福祉会館１階）、市政情報や
まびこ（市役所中町分庁舎１階）、市民協
働推進課（町田市民フォーラム３階）

・各市民センター、木曽山崎センター、玉
川学園文化センター　
・各市立図書館

ー提出方法ー
①郵送　〒１９４－００２２、森野１－３３－１０、
保健所政令市準備課あて　
②ファクシミリ　�７２４・３０７１　
③電子メール
mcity260@city.machida.tokyo.jp
④窓口への提出　保健所政令市準備課（市
役所森野分庁舎４階）ほか上記の各資料
の配布窓口へ（閉庁日は除きます）。

ー注意事項ー
・書式は自由ですが、住所、氏名、連絡先
をご記入下さい。　
・電話、窓口での口頭によるご意見は、お
受けできません。　
・ご意見への個別の回答は行いません。
・公序良俗に反するもの、特定の団体・個
人等に対する誹謗中傷が含まれるものは
無効とします。
・寄せられたご意見の概要及び市の考え方
は、個人情報を除き、１１月下旬に公表し
ます。

「町田市の保健所
設置についての基
本的な考え方」

皆さんのご意見を
お寄せ下さい！

日イ
タ
リ
ア
フ
ェ
ア

　

本
展
開
催
に
併
せ
、
町
田
商
工

会
議
所
・
公
民
館
・
図
書
館
と
の

共
催
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
の
食
や
文

化
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
本
紙
９
月　

日
号
、

１１

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
下
さ
い
。

同
時
開
催

『
池
田
満
寿
夫　

愛
と
エ
ロ
ス
の

過
程
』

○
会
期　
　

月
１
日
（
水
）
〜　

１０

１２

月　

日
（
祝
）

２３
○
会
場　

同
館
・
常
設
展
示
室

　

市
で
は
健
康
づ
く
り
や
健
康
危

機
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
２
０

１
１
年
４
月
に
都
か
ら
保
健
所
を

引
き
継
ぎ
、
市
と
し
て
の
保
健
所

を
設
置
、
運
営
す
る
こ
と
を
中
期

経
営
計
画
の
重
点
事
業
に
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
保
健
所
を
設
置
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
「
町
田
市
の
保
健
所
設

置
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□問
 

保
健
所
政
令
市
準
備
課
��
７
２

４
・
４
０
１
７

　

銅
版
画
の
代
表
的
な
技
法
の
ひ

と
つ
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
初
歩
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

２５

１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　
　

×
９
㎝
の
銅
版
を
使

１２

っ
た
単
色
作
品

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
市
内
在
住
及
び

１２

過
去
５
年
同
館
主
催
の
講
座
を
受

講
さ
れ
て
い
な
い
方
優
先
で
抽

選
、
結
果
は
郵
送
し
ま
す
）

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
９
月　

日
ま
で
に
町
田
市

３０

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・

５
６
５
６
、
Ｅ
メ
ー
ル5

6
5
6
@

m
ach
id
a.call

‐cen
ter.jp

）
へ

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
・
年
齢
（
任

意
）
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
��
７
２
６
・

２
８
８
９

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

国
際
版
画
美
術
館

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

第
４
回

銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅銅
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

 

銅
版
画
一
日
教
室

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
グググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググググ

「
ポ
ポ
ロ
広
場
」
１
７
５
０
年

４
０
４
×
５
４
７
㎜　

エ
ッ
チ
ン
グ

町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
所
蔵

「
ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
」
１
７
５
１
年

３
８
０
×
５
５
０
㎜　

エ
ッ
チ
ン
グ

町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
所
蔵

□□問問
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������������	�
��������	�


��������������
����������������

　浄化槽法の３つの義務を果たすことで、環境にやさし
い快適な生活を実現しましょう。
①保守点検＝都に登録のある専門業者と契約し年３回以
上の定期点検等を行います。

②清掃＝市の許可を得た業者に依頼し、年１回以上の清
掃作業を行います。公共下水道が供用開始になってい
ない地区には、清掃費用の一部を補助する制度があり
ます。

③法定検査＝都の指定する機関「（社）東京都生活水環境
システム協会」が検査を行い、維持管理状況を適正に判
断します。なお、下水道接続等により浄化槽の使用を廃
止した場合には、３０日以内に届出をお願いします。

□問 東京都多摩環境事務所廃棄物対策課��０４２・５２８・２６９２、
　町田市業務課��７２２・２７５２

��������	
����
��������	
�

　市民一人ひとりが主体的な健康づくりを進め、充実
した人生を過ごすことは、活力ある地域社会の形成に
欠かせない要因です。また、家族、地域、企業、行政
がその健康づくりを支援し、生涯を通して、健康で過
ごせるよう環境づくりを進めていくことが重要です。

��������	

　笑顔あふれる　いきいき健康都市！

～健康寿命日本一をめざして～

��������	
�
①安心な毎日を送るための健康危機管理ネットワーク
の核として
②自助・互助・公助の健康づくりの推進エンジンとして
③総合的な健康まちづくりのコントロールタワーとして

��������	
���
　市民ニーズに基づく、効率的・効果的な保健衛生行
政を推進します。具体的には次の５つとなります。
①そなえる⇒市民・地域と連携した健康危機管理体制

を推進します。
②つながる⇒地域に密着した保健活動を展開します。
③ひろがる⇒企画調整機能の発揮による効果的な事業

を展開します。
④ささえる⇒ライフステージに応じた、総合的な保健

医療福祉サービスの提供を目指します。
⑤すすめる⇒快適で安心できる生活環境先進都市づく

りを推進します。

��������	
��
　保健所の業務は多岐にわたり、約８０種類、約１６００項
目が存在するとされています。市では東京都が行って
いる保健所業務をそのまま引き継ぐのではなく、市民
ニーズ・地域の特性・利便性の向上などの視点で、市
として実施する保健所業務を判断していきます。

��������
　町田市独自の事業展開を行うためには財政的裏づけ
が不可欠です。町田市は、東京都に対し強力な支援を
要請していきます。



２００８．　．　 （　）９ ２１ ５ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６

▲

▲

▲

▲

▲▲▲
▲▲

▲▲▲
▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲
▲▲
▲▲

▲▲
▲▲
▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲
▲
▲
▲
▲

▲
▲
▲
▲
▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

○
対
象　

市
内
で
開
催
す
る
、
市

民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
な

ど
の
行
事

○
貸
出
期
間　

最
長
で
貸
出
日
を

含
む
１
週
間
（
６
泊
７
日
）

○
貸
出
条
件　

催
し
期
間
中
、
一

定
の
有
資
格
者
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作

を
含
む
普
通
救
命
講
習
会
等
の
修

了
者
、
医
師
、
看
護
師
、
保
健

師
、
救
急
救
命
士
の
い
ず
れ
か
）

を
配
置
し
て
い
る
こ
と

○
申
し
込
み　

貸
出
希
望
期
間
の

２
か
月
前
か
ら
７
日
前
ま
で
に
、

健
康
課
へ
書
類
を
提
出
し
て
下
さ

い
。
ま
た
電
話
で
の
予
約
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
い
る
施
設
で
の
催
し
の
場
合

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の

　　公開している会議　傍聴のご案内

申し込み定　員会　場日　時会議名

事前に電話で開発指導課
（��７０９・０５６９）へ。

５人 
（申し込み順）

市役所中町第三庁舎
３階第３会議室

９月３０日（火） 
午前１０時から

第６回町田市都
市計画審議会
特別委員会

事前に電話で高齢者福祉
課（��７２４・４０４８）へ。

１０人 
（申し込み順）

市役所森野分庁舎
２階第２・３会議室

９月２４日（水） 
午後６時３０分
から

第２回町田市高
齢社会総合計画
審議会

１０月のＢＣＧ予防接種のご案内　　　□問 健康課��７２５・５４２２
持ち物対　象受付時間期　日会　場

母子手帳、
予診票

３か月～６か月
未満の子ども

午前１０時～１１時３０分

３日（金）鶴 川 市 民
セ ン タ ー

１０日（金）堺 市 民
セ ン タ ー

午前１０時～１１時３０分
午後１時３０分～３時２３日（木）健康福祉会館

内　容対　象時　間開催日会　場事業名
快適なマタニ
ティライフの
ために

１日目

１６～２７週
の妊婦　

午後１時３０分
　～４時

３日（金）

健康福祉会館

もうすぐ
ママ・パパ
のための

ぷれぴよクラス
（母親学級）

－４日間コース－
（申し込み制）

妊娠中の日常生
活と保育、妊婦
体操（実習）

２日目１０日（金）

歯の衛生、
生活と栄養３日目１７日（金）

もく浴法、呼
吸法（実習）４日目午前１０時～　

午後０時３０分２５日（土）

離乳食の進め方のお
話と試食

４～５
か月児

午前９時５５分
　～１１時４５分
受付
午前９時３０分
　　　　から

８日（水）
または
２４日（金）

初期
健康福祉会館

離乳食講習会
（申し込み制） 離乳食後期のお話と

試食、歯の話
８～９
か月児１７日（金）後期

身長・体重測定、保
育相談、栄養相談、
母性相談、家族計画
の相談

２か月児
～就学前
　

受付
午前９時４５分
　～１１時３０分
午後１時３０分
　～３時　

６、２０、２７日（月）健康福祉会館

乳幼児母性相談

１０日（金）子どもセンター
ば あ ん

２日（木）鶴 川 分 館

１５日（水）リサイクル
文化センター

８日（水）堺 市 民
セ ン タ ー

１０月の母子健康案内 □問 健康課��７２５・５４２２

予
防
接
種�

に
は
お
貸
し
し
ま
せ
ん
。

※
お
貸
し
す
る
に
あ
た
り
、
有
資

格
者
の
資
格
証
の
写
し
の
提
出
と

身
分
証
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
７
１

【
第　

回
腎
移
植
懇
談
会
】

１０

○
日
時　
　

月
５
日
（
日
）
午
前

１０

　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

○
会
場　

小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
相
模
大
野
８
階

○
内
容
・
講
師　

午
前
の
部
＝

「
北
里
大
学
病
院
と
腎
移
植
〜
腎

移
植
を
振
り
返
っ
て
〜
（
北
里
大

学
名
誉
教
授
・
酒
井
糾
氏
ほ
か
）」、

「
移
植
を
受
け
た
気
持
ち
・
待
つ

気
持
ち
（
献
腎
移
植
登
録
患
者
、

腎
移
植
患
者
会
『
な
ご
み
の
会
』）」

▽
午
後
の
部
＝
「
臓
器
移
植
法　
１０

年
を
超
え
て
〜
脳
死
・
献
腎
移
植

の
現
状
と
未
来
、
（
（
社
）
日
本

臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
芦
刈

淳
太
郎
氏
）
」
、
「
ど
う
な
る
、

ど
う
す
る
年
金
と
医
療
（
横
浜
国

立
大
学
名
誉
教
授
・
神
代
和
欣

氏
）
」

○
定
員　

１
８
０
人

○
費
用　

１
０
０
０
円
（
会
場
費

と
し
て
）

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

参
加
人
数
を
明
記
し
、
９
月　

日
２５

ま
で
に
北
里
大
学
病
院
泌
尿
器
科

（
��
７
７
８
・
９
０
９
１
、
�
７

７
８
・
９
３
７
４
）
へ
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
７
１

公

開

講

座

北
里
大
学
病
院

的
衛
生
管
理
の
向
上
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

食
品
事
業
者
・
食
品
衛

生
責
任
者
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後

１０

２１

２
時
〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

※
食
品
衛
生
責
任
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
下
さ
い
。

□問
 

町
田
保
健
所
��
７
２
２
・
０
６

２
１

食
品
衛
生
実
務
講
習
会

　

食
中
毒
の
防
止
に
向
け
た
自
主

○
利
用
可
能
に
な
る
地
域　

小
山

町
・
常
盤
町
・
下
小
山
田
町
・
野

津
田
町
・
広
袴
町
の
一
部
地
域

接
続
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
の

○
供
用
開
始
時
期　
　

月
３
日

１０

（
金
）
か
ら

※
利
用
可
能
に
な
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
個
別

訪
問
（
ま
た
は
郵
送
）
を
し
て
切

り
替
え
工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

指
定
工
事
店
名
簿
を
配
布
し
ま

す
。

【
図
面
の
縦
覧
に
つ
い
て
】

○
縦
覧
期
間　

９
月　

日
（
水
）

２４

〜　

月
２
日
（
木
）

１０
○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

業
務
課
（
成
瀬
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
替
工
事
の
期
間
に
つ
い
て
】

○
く
み
取
り
便
所　

３
年
以
内

○
浄
化
槽　

遅
滞
な
く
（
１
年
以

内
）

※
切
替
工
事
は
必
ず
町
田
市
指
定

工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
貸
付
金
制
度
に
つ
い
て
】

　

切
替
工
事
に
対
す
る
費
用
の
一

部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

業
務
課
��
７
２
０
・
１
８
３
３

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

三
輪
地
区
の
方
は　

月
１
日
か

１０

ら
市
役
所
代
表
電
話
が
、
「
��
７

２
２
・
３
１
１
１
（
市
内
通
話
料

金
）
」
で
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
市
外
局
番
「
０
４
２
」

は
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
代
表
番
号
以
外
の
市
役

所
各
職
場
へ
の
直
通
電
話
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
市
外
局
番
「
０
４

２
」
（
市
外
通
話
料
金
に
な
り
ま

す
）
を
付
け
て
お
掛
け
下
さ
い
。

□問
 

管
財
課
��
７
２
４
・
２
１
６
５

　

冬
期
間
は
本
館
（
和
室　

畳
、

１０

定
員
６
人
、　

室
）
の
み
の
利
用

１７

と
な
り
、
２
泊
３
日
単
位
で
の
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
。

○
利
用
日　

次
の
中
か
ら
ご
希
望

の
日
程
を
選
択
し
て
下
さ
い
。

①　

月　

日
か
ら
２
泊
３
日

１２

２９

②　

月　

日
か
ら
２
泊
３
日

１２

３１

③
１
月
２
日
か
ら
２
泊
３
日

○
利
用
料　

１
泊
１
室
８
０
０
０

円○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
１
組
１

通
）
に
「
自
然
休
暇
村
年
末
年
始

�
�
�
�
�

利
用
申
込
」
と
明
記
し
、
利
用
日

の
番
号
（
第
２
希
望
ま
で
可
）
・

住
所
・
代
表
者
氏
名
・
電
話
番
号

・
予
定
人
数
を
記
入
し
、　

月　
１０

１５

日
ま
で
（
必
着
）
に
自
然
休
暇
村

（
〒　

－

１
４
０
３
、
長
野
県
南

３８４

佐
久
郡
川
上
村
秋
山　

－

　

、
�

５３

１５

０
１
２
０
・　

・
２
８
３
８
、
�

５５

０
２
６
７
・　

・
２
２
４
０
、
Ｅ

９９

メ
ー
ルin

fo
@
m
a
c
h
id
a
k
y
u

k
a
m
u
ra
.jp

）
へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
し
、
結
果
は
、　

月
上
旬
に
通

１１

知
し
ま
す
。

　特定都市河川浸水被害対策法により、鶴見川流域で１，０００㎡以上の土地の改変
を行う場合は、東京都知事の許可が必要です。これは、市街化により、河川整備
が困難な鶴見川流域における浸水被害を防止するためです。

　○許可を必要とする雨水浸透阻害行為の具体例

申請書を提出
※具体的な手続きは都の窓口へ

１，０００㎡以上の場合は、東京都
の窓口（上記問い合わせ先）
で確認を受けて下さい

申請に向けた準備
（必要書類の作成・対策工事の検討など）

雨水浸透阻害行為に該当する
と思ったら

１「宅地等」にするために行う土地の形質の変更

２土地の舗装

３排水施設を伴うゴルフ場、運動場の設置

４ローラー等により土地を締め固める行為

〈雨水浸透阻害行為と対策の概念〉

宅　地

駐車場

運動場

資材置場原　野

林

耕　地

耕　地

お問い合わせは東京都都市整備局都市基盤部施設計画課（��０３・５３８８・３２９８）へ

鶴鶴見見川川流流域域でで、、土土地地のの改改変変（（１１,,００００００㎡㎡以以上上））をを行行うう場場合合はは
東東京京都都知知事事にによよるる雨雨水水浸浸透透阻阻害害行行為為のの許許可可がが必必要要でですす

対策工事

流出大流出小

流出量を行為前に戻す

雨水貯留浸透施設の設置

行為前 行為後

該　　　　　　当

【
年
末
年
始

（　

月　

日
〜
２
０
０
９
年
１
月
４
日
）

１２

２９

の
利
用
案
内
】

対策後対策後

雨水浸透
阻害行為
（土地の改変）

□問 上下水道総務課��７２０・１８１９



２００８．　．　（　） ９ ２１６ 町町田田市市ココーールルセセンンタターー��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

ご
協
力
を

□問
 

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

��　

・
５
２
７
３
・
６
７
４
３

３

口
座
名
義
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

口
座
番
号
＝
０
０
８
４
０－
５－
　
　
　
　
　
　

４９

愛
知
県
集
中
豪
雨
災
害
義
援
金
（　

月
２
日
ま
で
）

１０

　

「
家
の
増
・
改
築
や
修
繕
、
庭

木
の
手
入
れ
を
し
た
い
が
、
適
当

な
業
者
を
知
ら
な
い
で
困
っ
て
い

る
」
と
い
う
方
に
、
市
に
登
録
の

あ
る
建
築
・
造
園
関
係
団
体
を
通

じ
て
業
者
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
下
さ
い
。

□問
 

産
業
観
光
課
��
７
２
４
・
２
１

２
９ 住

宅
・
造
園
相
談
窓
口

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
く

だ
さ
る
方
（
援
助
会
員
・
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
保
育
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
】

　

右
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

講
習
会
修
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
の

「
援
助
会
員
」
と
し
て
登
録
し
、

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
満　

歳
以

２０

上
の
保
育
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

方
。
た
だ
し
、
妊
婦
の
方
は
、
母

体
と
胎
児
の
安
全
の
た
め
、
受
講

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

保育サポート講習会　日程表

保育定員会　場内　容時　間期　日

有

各５５人町田市民
フォーラム

保育の心１０：００～１２：００
１０月２１日（火）

入会説明会１３：００～１５：００

有

子どもの世話と
遊び１０：００～１２：００１０月２２日（水）

子どもの食事１０：００～１２：００
１０月２３日（木）

心・体の発育と
病気１３：００～１５：００

有
各３０人健康福祉会館普通救命講習

（費用１，４００円）

９：００～１２：００１０月２８日（火）

９：００～１２：００１０月３１日（金）

※「普通救命講習」は１０月２８日、３１日のいずれか１回の受講となります。
当日は運動しやすい服装でおいで下さい（スカート不可）。

※会員証に張る写真（タテ３cm×ヨコ２.５cm、裏面にボールペンで記
名、６か月以内撮影）をお持ち下さい。

※保育は各回４人まで。３歳以上。全日程出席者優先。

を
ご
遠
慮
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に

１０

１６

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
セ
ン
タ

ー
（
��
�
７
２
４
・
０
９
０
１
）

へ
。

　
　

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

１０
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
を
始

め
ま
す
。

　

納
付
方
法
変
更
の
申
し
込
み
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴
収
を

国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
天
引
き

中
止
の

手
続
き
に
つ
い
て

口
座
振
替
に
切
り
替
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
年
金
天
引
き
中
止
の
手
続
き
】

①
保
険
年
金
課
納
付
係
へ
問
い
合

わ
せ
し
、
要
件
に
該
当
す
る
か
を

確
認
し
ま
す
。

〈
要
件
〉

　

直
近
２
年
間
に
保
険
税
の
納
め

忘
れ
が
な
い
こ
と

②
納
付
方
法
の
変
更
申
出
書
、
口

座
振
替
申
込
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

③
口
座
振
替
申
込
書
、
預
貯
金
通

帳
、
通
帳
印
、
納
税
通
知
書
を
持

っ
て
金
融
機
関
へ
口
座
振
替
を
申

し
込
み
ま
す
。

※
既
に
口
座
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
は
再
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

④
口
座
振
替
申
込
書
の
本
人
控
え

の
コ
ピ
ー
と
納
付
方
法
変
更
申
出

書
を
保
険
年
金
課
納
付
係
へ
返
送

し
ま
す
。

⑤
口
座
振
替
開
始
通
知
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
登
録
内
容
と
振
替

開
始
時
期
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

○
納
付
方
法
変
更
申
出
書
の
提
出

期
限　

年
金
受
給
月
が　

月
＝　

１２

１０

月
３
日
ま
で
、
年
金
受
給
月
が
２

月
＝　

月
１
日
ま
で

１２

※
口
座
振
替
に
変
更
さ
れ
た
方
は

平
成　

年
度
か
ら
納
期
が
８
回
と

２１

な
り
、
１
回
の
支
払
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

□問
 

保
険
年
金
課
納
付
係
��
７
２
４

・
２
１
２
５

　

災
害
に
よ
り
住
宅
・
家
財
・
土

地
・
償
却
資
産
ま
た
は
農
作
物
な

ど
に
被
害
を
受
け
た
方
で
、
損
害

の
程
度
が
次
の
基
準
に
該
当
す
る

場
合
、
被
害
を
受
け
た
日
以
後
に

納
期
が
到
来
す
る
税
額
に
つ
い

て
、
軽
減
ま
た
は
、
免
除
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

【
市
民
税
】

①
納
税
者
（
控
除
対
象
配
偶
者
、

扶
養
親
族
を
含
む
）
が
所
有
す
る

住
宅
・
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場

合
、
損
害
の
金
額
（
保
険
金
、
損

害
賠
償
金
等
で 
補  
填 
さ
れ
る
金
額

ほ 

て
ん

を
除
く
）
が
住
宅
や
家
財
の
価
格

の
３
割
以
上
で
あ
り
、
前
年
中
の

合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
。

②
納
税
者
が
農
作
物
に
受
け
た
損

失
額
の
合
計
（
共
済
金
額
ま
た
は

保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り

補
填
さ
れ
る
金
額
を
除
く
）
が
、

平
年
に
お
け
る
当
該
農
作
物
に
よ

る
収
入
額
の
３
割
以
上
で
あ
り
、

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
０

０
０
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
（
農

業
所
得
以
外
の
所
得
が
４
０
０
万

円
を
超
え
る
と
き
を
除
く
）
。

【
固
定
資
産
税
】

①
土
地　

災
害
に
よ
り
、
当
該
土

地
面
積
の
２
割
以
上
に
被
害
を
受

災
害
に
よ
る
市
民
税
・
固
定
資
産

税
の減

免
申
請
に
つ
い
て

け
た
と
き
。

②
家
屋　

災
害
に
よ
り
、
当
該
家

屋
の
価
格
に
２
割
以
上
の
被
害
を

受
け
た
と
き
。

③
償
却
資
産　

災
害
に
よ
り
、
当

該
償
却
資
産
の
価
格
に
２
割
以
上

の
被
害
を
受
け
た
と
き
。

　

損
害
の
程
度
は
、
土
地
に
あ
っ

て
は
一
体
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
部
分
、
家
屋
に
あ
っ
て
は
一

棟
、
償
却
資
産
に
あ
っ
て
は
同
一

事
業
所
に
所
在
す
る
資
産
ご
と
に

認
定
し
、
そ
の
程
度
に
応
じ
減
免

割
合
が
異
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
税
＝
市
民
税
課
（
市
民
税
係

��
７
２
４
・
２
１
１
５
）
、
固
定

資
産
税
＝
資
産
税
課
（
土
地
係
��

７
２
４
・
２
１
１
６
、
家
屋
係
��

７
２
４
・
２
１
１
８
、
償
却
資
産

係
��
７
２
４
・
２
１
１
９
）

　

１
９
８
６
年
３
月　

日
以
前
に

３１

日
本
に
居
住
し
た
在
日
外
国
人

（
特
別
永
住
者
）
等
の
方
で
、
公

在
日
外
国
人
等
の
方
に

福
祉
給
付
金
を

支

給

し

ま

す

的
年
金
の
受
給
要
件
を
制
度
上
満

た
す
こ
と
の
で
き
な
い
方
に
福
祉

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方　

①
１
９
２
６
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
②
１
９
６

２
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

障
が
い
を
有
す
る
方
で
、
１
９
８

２
年
１
月
１
日
以
前
に
重
度
ま
た

は
中
度
の
障
が
い
で
あ
っ
た
方
③

１
９
４
７
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
障
が
い
を
有
す
る
方
で
、

１
９
８
２
年
１
月
１
日
か
ら
１
９

８
６
年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
重

３１

度
若
し
く
は
中
度
の
障
が
い
に
な

っ
た
方

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
方
、

町
田
市
以
外
の
自
治
体
か
ら
同
様

の
趣
旨
で
支
給
さ
れ
る
手
当
等
を

受
け
て
い
る
方
、
町
田
市
に
外
国

人
登
録
ま
た
は
住
民
登
録
を
し
て

１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え

る
と
き
は
、
支
給
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
①
の
方
は
高

齢
者
福
祉
課
（
��
７
２
４
・
４
０

４
８
）
、
②
③
の
方
は
障
が
い
福

祉
課
（
��
７
２
４
・
２
１
４
８
）

へ
。

　

町
田
市
の
燃
や
せ
る
ご
み
の

う
ち
、
約　

％
を
占
め
る
の
が

４０

生
ご
み
で
す
（
＝
グ
ラ
フ
）
。

一
人
一
日
あ
た
り
の
生
ご
み
収

集
量
に
換
算
す
る
と
約
１
７
５

ｇ
に
な
り
、
こ
れ
は
鶏
の
卵
約

３
個
分
の
重
さ
で
す
。
ご
み
ゼ

ロ
実
現
を
目
指
す
う
え
で
生
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
は
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

し
っ
か
り
水
切
り

　

生
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
ま
ず

は
生
ご
み
を
で
き
る
だ
け
発
生
さ

せ
な
い
こ
と
で
す
。
食
べ
物
を

「
買
い
す
ぎ
な
い
」
「
作
り
す
ぎ

な
い
」
等
が
有
効
で
す
。
こ
の
生

ご
み
、
実
は
約　

％
が
水
分
。
生

８０

ご
み
を
で
き
る
だ
け
濡
ら
さ
な

い
、
よ
く
絞
る
等
に
よ
り
減
量
す

る
こ
と
が
で
き
、
運
搬
・
焼
却
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
臭
気
の
発

生
を
少
な
く
で
き
ま
す
。
生
ご
み

の
水
切
り
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。

生
ご
み
た
い
肥
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

　

生
ご
み
の
資
源
化
の
方
法
は
、

飼
料
化
、
た
い
肥
化
、
微
生
物
に

よ
る
メ
タ
ン
化
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
町
田
市
は
飼
料
化
と

た
い
肥
化
が
一
部
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
生
ご
み
は
焼

却
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
生
ご

み
の
資
源
化
を
い
か
に
推
進
す
る

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
い
肥
化
の
方
法
に
も
色
々
あ

り
ま
す
が
、
町
田
市
で
は
「
生
ご

み
た
い
肥
化
容
器
の
販
売
」
「
生

ご
み
処
理
機
等
購
入
費
の
一
部
補

助
」
「
大
型
生
ご
み
処
理
機
の
貸

出
し
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
ご

み
を
た
い
肥
に
変
え
、
美
味
し
い

野
菜
作
り
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
に

ご
利
用
下
さ
い
。

　

詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

環
境
総
務
課
��
７
９
７
・
７
１

１
２
（
生
ご
み
た
い
肥
化
に
つ
い

て
は
ご
み
減
量
課
��
７
９
７
・
０

５
３
０
）

　

次
の
補
助
対
象
団
体
が
、
連
携

・
協
力
し
て
事
業
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
事
業
費
を
補
助
し
ま

す
。

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】
町

内
会
・
自
治
会
、
子
ど
も

会
、
商
店
会
、
婦
人
会
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
お
や
じ

の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

【
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】
Ｎ
Ｐ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

〜
地
域
・
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
働
事
業
補
助
制
度
〜

Ｏ
法
人
、
任
意
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等

○
補
助
金
額　

事
業
に
必
要
な
経

費
の
４
分
の
３
以
内
（
上
限

は　

万
円
）

１０
○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま

１２

２６

で

　

希
望
す
る
団
体
は
、
市
民
協
働

推
進
課
（
��
７
２
３
・
２
８
９

１
）
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

連

携・協力

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

��

�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

��

�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

��

　

不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路

の
悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
お

答
え
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電

話
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
��
７
９
２
・
６

５
４
６

出張
教育相談

休

止

し

ま

す

　

施
設
改
修
工
事
の
た
め
、

２
０
０
９
年
１
月　

日（
金
）

１６

〜　

日
（
土
）
は
多
目
的
ホ

３１
ー
ル
全
体
、
２
月
１
日（
日
）

〜
６
日
（
金
）
は
ス
テ
ー
ジ

の
み
使
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

□問
 

小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
��
７

９
８
・
１
９
２
７

小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
を

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

燃やせるごみの内訳�
（２００７年度多摩地域ごみ実態調査より）�

生ごみ�
４０.６％�

その他�
１５.９％�

繊維�
６.４％�

木・草�
２.９％�

プラスチック�
１７.０％�

紙類�
１７.２％�

２００８．　．　 （　）９ ２１ ７

ご
協
力
を

��　

・
５
２
７
３
・
６
７
４
３

０３

口
座
番
号
＝
０
０
８
４
０－
５－

４

※
通
信
欄
に
「
愛
知
豪
雨
義
援
金
」
と
明
記

郵
便
局
か
ら
送
金
し
て
下
さ
い

ちょっと聞きたい　あれこれコール　町町田田市市ココーールルセセンンタターー��０４２・７２４・５６５６

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

問�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

　

弁
護
士
・
行
政
書
士
な
ど
専
門

家
を
招
き
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
秘
密
厳
守
。

○
日
時　
　

月
５
日
（
日
）
午
後

１０

２
時
〜
４
時
（
午
後
１
時　

分
受

３０

付
開
始
）

○
会
場　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
（
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
）

○
通
訳
言
語　

英
語
、
中
国
語
、

外
国
人
の
た
め
の

無
料
専
門
家
相
談
会

　

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
は
再

利
用
可
能
な
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

で
、
金
、
銀
な
ど
の
貴
金
属
、
リ

チ
ウ
ム
、
チ
タ
ン
な
ど
の
希
少
金

属
が
含
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資

源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

市
で
は
、　

月
２
日
〜　

月　

１０

１１

３０

日
の
間
、
東
京
都
環
境
局
の
回
収

実
験
に
参
加
し
ま
す
。

○
回
収
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
１

階　

正
面
入
り
口
横

□問
 

ご
み
減
量
課
��
７
９
７
・
０
５

３
０

携
帯
電
話

回
収
実
験
を
行
い
ま
す

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
町
田
第

一
小
学
校
、
町
田
第
一
中
学
校
及

び
町
田
駅
前
に
お
い
て
、
町
田

市
、
関
係
機
関
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
様
々
な
訓
練
を
実
施

し
た
ほ
か
、
市
内
約　

か
所
で
自

３０

主
防
災
組
織
に
よ
る
独
自
訓
練
が

行
わ
れ
、
約
６
０
０
０
人
が
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

□問
 

防
災
安
全
課
��
７
２
４
・
２
１

０
７

　

消
費
者
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
旬
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
「
出

前
講
座
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
日
時　

左
表
の
と
お
り

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

「
悪
質
商
法
」
に
�
み
ん
な
で
注

意
�消

費
生
活
出
前
講
座

　

分
３０□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
��
７
２
５

・
８
８
０
５

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
・
２
０
０
９

年
４
月
分
】

　
　

月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
ま

１０
で
に
使
用
料
金
を
お
つ
り
の
な
い

よ
う
お
持
ち
に
な
り
ひ
な
た
村
に

お
い
で
下
さ
い
。

　

希
望
日
に
主
催
事
業
が
入
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
金
銭
を
徴
収
し

て
の
催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
（
子
ど

も
会
等
活
動
支
援
事
業
）
・　

月
１２

ひ
な
た
村

利
用
者
抽
選
会

分
】

　
　

月
５
日
（
日
）
午
前　

時
ま

１０

１０

で
に
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ

い
。
利
用
状
況
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

※
ひ
な
た
村
は
、
第
１
・
第
３
火

曜
日
、
祝
日
の
翌
日
が
お
休
み
で

す
。

□問
 

ひ
な
た
村
��
７
２
２
・
５
７
３

６

　

８
月　

日
に
、
三
輪
セ
ン
タ
ー

１９

で
行
わ
れ
た
「
お
や
じ
ク
ッ
キ
ン

グ
み
ど
り
の
会
」
の
月
例
会
に
石

阪
市
長
が
参
加
し
、
会
の
皆
さ
ん

と
作
っ
た
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら

懇
談
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
２

０
０
３
年
３
月
に
市
が
主
催
し
た

「
食
の
健
康
づ
く
り
講
習
会
」
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
リ
タ
イ
ア

さ
れ
た
男
性
の
集
ま
り
で
す
。
市

の
栄
養
士
や
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
サ
ポ
ー
ト
を
う
け
な
が
ら
、
月

に
１
回
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

「
市
長
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」

は
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体
等
の

活
動
場
所
へ
市
長
が
出
向
き
、
活

動
を
見
学
、
時
に
は
参
加
し
て
意

見
交
換
を
し
、
市
政
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
後

も
市
長
が
市
内
各
所
へ
お
じ
ゃ
ま

す
る
予
定
で
す
。

８
月　

日
に

３１

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練
ををををををををををををををををををををををををををををををををを

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

消防団とボランティアも協力

　

月　

日
（
日
）

１２

２１

午
後
２
時
開
演

２
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）

○
予
定
曲
目　

第
一
部
＝
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
５
番
�
皇
帝
�
、
第

二
部
＝
マ
ス
カ
ー
ニ
歌
劇

「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
チ

カ
ー
ナ
」
か
ら
「
間
奏
曲
」、

プ
ッ
チ
ー
ニ
歌
劇
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
」
か
ら
「
誰
も
寝
て
は
な

ら
ぬ
」　

ほ
か

○
出
演
者　

指
揮
＝
荒
谷
俊
治
、

ピ
ア
ノ
＝
松
浦
健
、
テ
ノ
ー
ル
＝

松
浦
健
、
管
弦
楽
＝
町
田
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽

団※
６
歳
以

上
の
お
子

さ
ん
か
ら

入
場
で
き

ま
す
。

【
９
月　
２５

日
午
前
８

時　

分
よ
り
電
話
予
約
受
付
開

３０
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
民
ホ
ー
ル
（
��
７
２
８
・
４

３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で

す
。

２
０
０
９
年
１
月　

日（
土
）

１０

①
午
後
１
時　

分
開
演

３０

②
午
後
４
時
開
演

２
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）

　

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
ぐ

〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
」
が
、
い
よ

い
よ
町
田
に
や
っ
て
き
ま
す
。

※
１
歳
以

上
の
お
子

さ
ん
か
ら

入
場
チ
ケ

ッ
ト
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【　

月
８
日
午
前
８
時　

分
よ
り

１０

３０

電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田

市
民
ホ
ー
ル
（
��
７
２
８
・
４

３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で

す
。

　

手
話
を
使
っ
て
た
く
さ
ん
の
素

敵
な
「
歌
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

月　

日
（
土
）

１０

２５

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン

タ
ー

○
定
員　

１
７
０
人
（
申
し
込
み

順
）

※
入
場
無
料
・
全
席
自
由
。

○
予
定
曲
目　

お
母
さ
ん
、
見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を　

ほ
か

※
曲
目
等
を
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

【
９
月　

日
正
午
か
ら
町
田
市
コ

２４

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５

６
５
６
）
で
電
話
予
約
受
付
開

始
】

消費生活出前講座　開催日時

会　
　
　

場

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

南
市
民
セ
ン
タ
ー

小
山
市
民
セ
ン
タ
ー

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

��
７
３
５
・
５
７
０
４

��
７
９
５
・
３
１
６
５

��
７
９
８
・
１
９
２
７

��
７
９
１
・
２
８
０
２

��
７
７
４
・
０
０
０
３

��
７
２
４
・
２
５
１
１

開
催
日

　

月　

日（
土
）

１０

１８

　

月　

日（
火
）

１１

１１

　

月
６
日（
土
）

１２
２
０
０
９
年　
　

１
月　

日（
火
）

２０

２
月
５
日（
木
）

３
月　

日（
木
）

１２
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町
田
フ
ィ
ル
か
ら
の
贈
り
物

町
田
フ
ィ
ル
か
ら
の
贈
り
物

〜〜
２２
人人
のの
松松
浦浦
健健
ささ
んん
とと
とと
もも
にに
〜〜
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【
歴
史
資
料
の
保
存
に
ご
協
力
下

さ
い
】

　

状
態
の
悪
い
古
文
書
も
、
当
時

の
家
や
村
を
知
る
貴
重
な
資
料
で

す
。

　

ご
自
宅
で
古
文
書
を
お
持
ち
で

し
た
ら
、
自
由
民
権
資
料
館
ま
で

ご
一
報
下
さ
い
。

　

ま
た
、
古
文
書
の
取
り
扱
い
、

保
管
等
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相

談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気

ご
自
宅
に
古
文
書
が

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か

【
（
社
）
学
術
・
文
化
・
産
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
は
就
職
支
援
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
】

①
Ｉ
Ｔ
講
座
＝　

月　

日
午
前　

１０

１９

１０

時
〜
午
後
５
時　

分
３０

②
面
接
突
破
講
座
＝　

月
５
日
、

１１

７
日
、
８
日
、　

日
、　

日
、　

１２

１４

１５

日
、　

日
、　

日
午
後
７
時
〜
９

１９

２１

時③
自
信
回
復
講
座
＝　

月
７
日
、

１１

８
日
、　

日
、　

日

１４

１５

○
対
象　

就
職
・
転
職
活
動
に
取

り
組
む
方

○
会
場　

①
た
ち
か
わ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
立
川
駅
北

口
徒
歩
７
分
）
②
③
ア
ゴ
ラ
立
川

（
立
川
駅
南
口
徒
歩
３
分
）

○
講
師　

①
Ｉ
Ｔ
業
界
関
係
者
②

③
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
森

吉
弘
氏

必
見
！
無
料
！

就

職

活

動

応
援
セ
ミ
ナ
ー

○
定
員　

①　

人
②
③　

人
（
申

１５

３０

し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
の
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時
に
電
話
で
（
社
）
学
術
・
文

化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩

（
��
０
４
２
・
５
４
０
・
４
７
１

８
）
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

n
w

‐ta
m
a
.jp
/
re
/

）
か
ら
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
��
７
２
４
・
２
１

０
３

韓
国
・
朝
鮮
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

ド
イ
ツ
語
、
タ
イ
語
、
フ
ラ
ン
ス

語○
申
し
込
み　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
町
田
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
（
��
７
２
２
・
４
２
６
０
、

�
７
２
２
・
５
３
３
０
、
Ｅ
メ
ー

ルsou
d
an
@
m
ach
id
a

‐k
ok
u

sa
i.jp

）
へ
。
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真剣に、なごやかにクッキング

　

町
田
市
の
名
産
品
で
あ
る
柿
ワ

イ
ン
「
禅
寺
丸
」
の
原
料
と
な
る

「
禅
寺
丸
柿
」
の
集
荷
に
ご
協
力

下
さ
い
。
１　

２
０
０
円
で
買
取

kg

り
し
ま
す
。

○
集
荷
予
定
日　
　

月
６
日（
月
）

１０

□問
 

農
業
振
興
課
��
７
２
４
・
２
１

６
６

軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

□問
 

自
由
民
権
資
料
館
��
７
３
４
・

４
５
０
８

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�

○c NHK・NHKエデュケーショナル



２００８．　．　（　） ９ ２１８ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

○
日
時　
　

月
３
日
（
金
）
午
前

１０

　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館
１
階

文
学
サ
ロ
ン
（
ロ
ビ
ー
）

○
出
演　

町
田
か
み
し
ば
い
サ
ー

ク
ル
ふ
わ
ふ
わ
座

※
保
育
（
１
歳
以
上
の
幼
児
、　
１０

人
）
希
望
の
方
は
電
話
で
同
館

（
��
７
３
９
・
３
４
２
０
）
へ
。

　

明
治　

年
代
の
結
社
に
つ
い
て

２０

展
示
し
ま
す
。

　

自
由
民
権
運
動
が
め
ざ
し
た
憲

法
発
布
・
国
会
開
設
が
目
前
に
迫

っ
て
い
た
、
ま
た
は
実
現
し
た
時

期
に
組
織
さ
れ
た
結
社
が
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
組
織
さ
れ
、
活
動

し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
当

該
期
の
地
域
社
会
が
抱
え
た
課
題

・
問
題
に
光
を
あ
て
ま
す
。

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

分
３０

○
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

○
交
通　

小
田
急
線
鶴
川
駅
０
番

バ
ス
乗
り
場
か
ら
野
津
田
車
庫

行
、
ま
た
は
本
町
田
経
由
町
田
駅

行
で
「
綾
部
入
口
」
下
車
／
小
田

急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先

の　

番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
本
町
田

２１
経
由
野
津
田
車
庫
行
・
本
町
田
経

由
鶴
川
駅
行
で
「
袋
橋
」
下
車

【
講
演
会
】

○
期
日　
　

月
３
日
（
祝
）

１１

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

「
武
相
自
由
民
権
史
料
集
」
刊
行
記
念
企
画
展

「
武
相
自
由
民
権
史
料
集
」
刊
行
記
念
企
画
展
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後
期

９
月

　
 

後
期　

９
月　

日
（
土
）
〜

日
（
土
）
〜

２７２７

 　
　
　
　
　
　

月
９
日
（
日
）

月
９
日
（
日
）

１１１１

○
会
場　

同
館
閲
覧
室

○
演
題　

「
結
社
の
再
編
〜
〈
政

治
〉
と
〈
智
徳
〉
の
あ
い
だ
」

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

※
当
日
午
後
１
時
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
（
展
示

解
説
）
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

１９

○
時
間　

午
後
２
時
か
ら

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室

※　

月　

日
（
土
）
、　

日（
日
）

１０

２５

２６

に
は
、
鶴
川
中
学
校
小
ホ
ー
ル
に

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
民
権
運
動

再
考
Ⅱ
地
域
か
ら
描
く
自
由
民

権
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
紙
芝
居
・
大
人
の
時
間
】

　

大
人
が
楽
し
め
る
紙
芝
居
で

す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

町
田
市
民
文
学
館

紙
芝
居
上
演
会

【
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
】

　

初
心
者
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し

ま
す
。

○
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
か
愛

の
手
帳
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
全
回
参
加

で
き
る
方

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

１０

１１

１８

２５

日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
ひ
か
り
療
育
園

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１０

○
費
用　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
手
帳
の
種
類
を
明
記
し
、
９
月

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
障
が
い
者

２９福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
３

１９４

５
、
忠
生
３

－

６

－

２
、
�
７
９

４
・
０
７
７
２
、
��
７
９
４
・
０

７
３
０
）
へ
。　

月
４
日
ご
ろ
ま

１０

で
に
参
加
可
否
を
連
絡
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

福

祉

講

座

【
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
と
私
た
ち

－

野
口
英
世
が
今
の
日
本
に
問
い

か
け
る
こ
と
】

　

今
年
は
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
重
要

講

演

会

【
丘
の
力
】

　

万
葉
集
に
「
た
ま
の
よ
こ
や

ま
」
と
歌
わ
れ
た
多
摩
丘
陵
の
歴

史
を
、
生
産
力
に
着
目
し
て
考
え

る
初
の
講
演
会
で
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１０

１２

１
時
〜
４
時　

分
４５

○
会
場　

桜
美
林
大
学
レ
ク
チ
ャ

ー
ホ
ー
ル
（
淵
野
辺
駅
か
ら
ス
ク

ー
ル
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
）

○
内
容
・
講
師　

プ
ロ
ロ
ー
グ

「
玉
の
よ
こ
や
ま
と
は
何
か
（
市

立
博
物
館
職
員
）
」
▽
原
始
・
古

代
「
原
始
・
古
代
の
多
摩
丘
陵
開

発
（
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主

任
調
査
研
究
員
・
及
川
良
彦
氏
）」

▽
中
世
「
多
摩
の
武
士
団－

横
山

「
玉
の
よ
こ
や
ま
」

歴

史

講

演

会

【
お
い
し
く
！
楽
し
く
！
健
康

に
！
】

　

介
護
予
防
・
健
康
増
進
の
観
点

か
ら
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
男
性
で
、
調
理
経
験
が
少
な
い

初
心
者
で
全
回
参
加
で
き
る
方

　

夕
方
、
放
送
し
て
い
る
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
「
愛
の
鐘
」
は

　

月
１
日
〜
２
０
０
９
年
２
月
末

１０日
の
間
、
午
後
４
時　

分
に
変
更

３０

し
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
イ
ム
は
、
装

置
の
作
動
点
検
と
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
一
環
と
し
て
、
帰
宅

時
間
の
確
認
や
地
域
で
の
青
少
年

の
事
故
防
止
を
願
う
た
め
の
も
の

で
す
。

【
無
線
放
送
の
主
な
放
送
内
容
】

①
非
常
時
＝
市
内
で
震
度
４
以
上

の
地
震
発
生
時
に
注
意
を
促
す
自

動
放
送
▽
災
害
内
容
、
被
害
情

報
、
避
難
所
・
医
療
救
護
所
開
設

状
況
と
い
っ
た
災
害
に
関
す
る
放

送
▽
そ
の
他
の
非
常
通
信

②
平
常
時
＝
町
田
市
総
合
防
災
訓

練
の
際
の
「
警
戒
宣
言
発
令
」
や

「
地
震
発
生
」
の
サ
イ
レ
ン
放
送

▽
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
の

日
、
東
京
大
空
襲
の
日
、
終
戦
の

日
に
黙
と
う
を
お
願
い
す
る
放
送

▽
選
挙
の
投
票
を
周
知
す
る
放
送

▽
下
校
す
る
小
学
生
の
安
全
確
保

の
協
力
を
お
願
い
す
る
放
送

　

人
命
に
関
わ
る
捜
索
等
の
協
力

依
頼
放
送
に
は
、
次
の
状
況
の
際

に
や
む
を
得
ず
行
い
ま
す
。

※
警
察
署
に
捜
索
願
が
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
▽
事
件
性
が
な
く
、
広

報
が
可
能
で
あ
る
こ
と
▽
市
役
所

内
の
関
係
部
署
に
捜
索
依
頼
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
▽
認
知
症
等
、
自

分
の
意
志
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難

で
、
生
命
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
▽
親
族
の
同
意
が
あ
る
こ
と

▽
放
送
は
夜
８
時
ま
で
で
す
。

□問
 

防
災
安
全
課
��
７
２
４
・
２
１

０
７

な
年
で
す
。
ア
フ
リ
カ
に
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

１８

２
時
〜
４
時

○
会
場　

中
央
図
書
館

○
講
師　

早
稲
田
大
学
大
学
院
教

授
・
勝
間
靖
氏

○
定
員　

１
１
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
人
数
を
明
記
し
、　

月　

日

１０

１０

ま
で
（
必
着
）
に
、
町
田
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ア
フ
リ
カ
の
子
ど

も
と
私
た
ち
」
係
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

９－

８
、
町

田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、
�
７
２

２
・
５
３
３
０
、
��
７
２
２
・
４

２
６
０
）
へ
。

お
、
家
庭
科
室
、
理
科
室
、
図
工

室
、
音
楽
教
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
ご
利

用
で
き
ま
す
。

□問
 

生
涯
学
習
課
��
７
２
４
・
２
１

８
１

　

児
童
数
増
加
に
と
も
な
う
改
装

工
事
の
た
め
、　

月　

日
で
多
目

１１

３０

的
室
の
開
放
を
中
止
し
ま
す
。
な

○
期
日　
　

月
９
日
、　

日
、　

１０

２３

３０

日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　
　

人
（
抽
選
結
果
は　

２０

１０

月
２
日
ご
ろ
発
送
）

○
費
用　

一
回
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

９
月　

日
ま
で
に

２５

電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
��
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
鶴
川
事
務
所
��
７
３
５
・
０
１

５
４
、
町
田
市
高
齢
者
福
祉
課
��

７
２
４
・
２
１
４
６

木
曽
境
川
小
学
校

木
曽
境
川
小
学
校

開
放
教
室
を

　

開
放
教
室
を

一
部
閉
鎖
し
ま
す

一
部
閉
鎖
し
ま
す

□問
 

自
由
民
権
資
料
館

　

（
��
７
３
４
・
４
５
０
８
）

市
内
に
設
置
し
た
固
定
系
防
災
行
政

市
内
に
設
置
し
た
固
定
系
防
災
行
政

無
線
放
送
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
　

無
線
放
送
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

町田村の青年結社関係史料

男
性
料
理
教
室

市
制　

周
年
記
念
・
桜

５０

美
林
大
学
協
賛
・
関
東

の
歴
史
と
文
化
を
考
え

る
会
共
催
事
業

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

　

後
日
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
作

品
に
よ
る
「
ダ
リ
ア
作
品
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

ダ
リ
ア
撮
影
会

○
日
時　

９
月　

日
（
日
）
午
前

２８

　

時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

１０○
会
場　

町
田
ダ
リ
ア
園

○
費
用　

ダ
リ
ア
園
の
入
園
料
が

必
要
で
す
。

※
カ
メ
ラ
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
撮
影

機
材
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。

□問
 

町
田
ダ
リ
ア
園
��
７
２
２
・
０

５
３
８
、
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

��
７
３
６
・
８
２
８
１

【
秋
の
草
花
と
赤
ト
ン
ボ
】

○
日
時　
　

月
５
日
（
日
）
午
前

１０

忠
生
公
園

定
例
自
然
観
察
会

９
時　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中

３０

１１

３０

止
）

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自

然
館

○
持
ち
物　

虫
網
（
あ
れ
ば
双
眼

鏡
）

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
��
７
９

２
・
１
３
２
６

党
を
中
心
に
（
都
立
大
学
名
誉
教

授
・
峰
岸
純
夫
氏
）
」
▽
近
世

「
多
摩
丘
陵
村
落
の
生
産
基
盤

（
法
政
大
学
教
授
・
馬
場
憲
一

氏
）
」

○
定
員　

４
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

９
月　

日
正
午
か

２１

ら
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��

７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

□問
 

市
立
博
物
館
��
７
２
６
・
１
５

３
１

そ
こ
が
知
り
た
い
！
 

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

－

第
５
回－

《
保
険
料
の
納
付
方
法
》

・
老
齢
基
礎
年
金　

万
１
８
０
０

２３

円・
厚
生
老
齢
年
金
１
９
０
万
２
０

０
０
円

合
計
年
金
収
入

２
１
３
万
３
８
０
０
円

・
介
護
保
険
料
５
万
９
４
０
０
円

・
保
険
料
６
万
９
８
０
０
円
の
場

合
　

年
金
額
の
判
定
基
準
に
優
先
順

位
が
あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
が
優

先
さ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
料
と
保

険
料
を
合
わ
せ
た
額　

万
９
２
０

１２

０
円
が
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の

１
の
額　

万
５
９
０
０
円
を
超
え

１１

る
た
め
右
記
の
よ
う
な
例
で
は
特

別
徴
収
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
特
別
徴
収
の
中
止
申
出
に
つ
い

て
】

　

保
険
料
納
付
方
法
変
更
の
申
し

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
徴

収
を
口
座
振
替
に
切
替
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
出
書
は
ご
連
絡

い
た
だ
い
た
方
に
お
送
り
し
ま

す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
料
は
納
付
方

法
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

□問
 

保
険
年
金
課
��
７
２
４
・
２
１

４
４
、
２
１
２
５

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
以

下
「
保
険
料
」
）
の
納
付
方
法
に

は
介
護
保
険
と
同
じ
年
金
か
ら
天

引
き
す
る
こ
と
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
特
別
徴
収
と
、
口
座
振
替

や
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
普

通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
と
な
る
方
】

・
年
金
受
給
額
が
年
額　

万
円
以

１８

上
の
方

・
介
護
保
険
料
と
保
険
料
を
合
わ

せ
た
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
方

・
４
月
以
降
に　

歳
の
誕
生
日
を

７５

迎
え
る
方
や
町
田
市
に
転
入
さ
れ

た
方

　

右
の
条
件
を
満
た
す
方
で
も
、

特
別
徴
収
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
町
田
市
に
転
入
し
た
が
社
会
保

険
庁
に
住
所
変
更
を
届
出
し
て
い

な
い
場
合

・
年
金
の
受
給
が
一
時
的
に
中
止

さ
れ
た
場
合

・
社
会
保
険
庁
に
申
し
立
て
な
ど

を
し
て
年
金
受
給
額
が
再
計
算
さ

れ
た
場
合

【
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
方
の
最
も

多
い
例
】
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【
①
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小

学
生
以
上
と
そ
の
家
族
（
子
ど
も

だ
け
で
も
可
）

○
日
時　

９
月　

日
（
土
）
午
後

２７

１
時　

分
〜
３
時　

分
受
付

３０

３０

○
内
容　

紙
ひ
も
で
作
る
小
物
入

れ【
②
デ
ジ
タ
ル
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小

学
４
〜
６
年
生

○
期
日　
　

月
８
日
〜　

月　

日

１０

１１

１９

の
毎
週
水
曜
日

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
５
時

３０

○
内
容　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕

組
み

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
検
定

料
）

○
申
し
込
み　

９
月　

日
の
午
前

２２

　

時
か
ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
��

１０ ひ
な
た
村

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

７
２
２
・
５
７
３
６
）
へ
。

こ
と
ぶ
き
大
学

【
町
田
市
歴
史
散
歩
コ
ー
ス
】

○
対
象　
　

歳
以
上
の
町
田
市
民

６０

○
期
日　
　

月
８
日
〜　

月　

日

１０

１１

１９

の
毎
週
水
曜
日
（　

月　

日
を
除

１０

２２

【
陶
芸
に
挑
戦
！
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
２
日
間
参
加
で
き
る
小
学
４

年
生
〜　

歳
１８

○
期
日　
　

月
４
日
、　

日
（
い

１０

１８

ず
れ
も
土
曜
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

９
月　

日
午
前　

２１

１０

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
（
��
７
０

８
・
０
２
３
６
）
へ
。
申
し
込
み

は
本
人
ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま

す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下

さ
い
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

【
ぼ
け
る
生
き
方
ぼ
け
な
い
生
き

方
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後

１０

２１

１
時　

分
か
ら

３０

○
会
場　

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

日
本
成
人
病
予
防
協
会

・
佐
野
吉
弘
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま

１０

１０

で
（
必
着
）
に
、
町
田
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１－

１－

　

、
わ
く
わ

１５

く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
��
７
２
５
・

４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
��
７
２
４
・
２

１
４
１

町
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ
ニ
ア
塾
・
健
康
講
座

町田市地域包括支援センターの催し物（１０月分）

　同センターは、地域の高齢者のための総合相談窓口として、市が委託設
置している公共機関です。催し物の問い合わせ・申し込みは、各担当地域
包括支援センターにお願いします。

□問 高齢者福祉課��７２４・２１４６

申し込み／費用等会　　場日　　時催し名

電話で桜実会地域包括支援
センター（��７１０・３３７８）
へ／費用１００円（資料代）

玉川学園文化
センター

１０月１６日（木）
９：３０～１２：００

認知症に強い脳を
作る
ウォーキングの事
前講演会

電話で１０月１５日までに桜館
地域包括支援センター（��
７９７・８０３２）へ。

小山田
桜台２－１１
集会所
※駐車場はあ
りません

１０月１９日（日）
１０：００～１２：００

悪質商法から身を
守る！
防犯講習会

電話で第二清風園地域包括
支援センター（��７３６・
６９０７）へ／定員５０人／認
知症に関心のある方

第二清風園１０月２７日（月）
１４：００～１６：００

認知症サポーター
養成講座

　

動
物
愛
護
週
間
は
、
命
あ
る
も

の
で
あ
る
動
物
の
愛
護
と
適
正
な

飼
育
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
い
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
わ
た
し
た
ち
が

飼
っ
て
い
る
動
物
、
身
近
な
動
物

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

◆
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

　

飼
い
主
が
正
し
い
飼
い
方
を
知

ら
な
い
と
、
動
物
の
健
康
を
害
す

る
だ
け
で
な
く
、
人
に
迷
惑
や
危

害
を
及
ぼ
す
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
飼
い
主
は
、
動
物
を
飼
育
す

る
う
え
で
、
そ
の
習
性
や
生
理
を

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

よ
く
理
解
し
、
愛
情
を
持
っ
て
終

生
飼
養
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

◆
避
妊
・
去
勢
手
術

　

「
手
術
は
か
わ
い
そ
う
」
と
迷

っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
手
術

は
一
度
で
済
み
、
し
か
も
確
実
で

す
。
も
ら
い
手
の
つ
か
な
い
不
幸

な
命
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

避
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
と
性
質

が
お
と
な
し
く
な
り
、
扱
い
や
す

く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
避
妊
・
去
勢
手
術
の

一
部
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

◆
犬
に
は
し
つ
け
を

　

し
つ
け
は
、
人
間
と
犬
が
同
じ

社
会
の
中
で
う
ま
く
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
「
飼
い
主
の
制
止
に

従
う
」
「
無
駄
吠
え
を
し
な
い
」

な
ど
は
最
低
限
覚
え
さ
せ
た
い
も

の
で
す
。

◆
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

　

現
在
の
交
通
事
情
や
住
宅
事
情

を
考
え
る
と
、
都
会
で
猫
を
飼
う

場
合
に
は
、
屋
内
で
飼
育
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
猫

は
上
下
運
動
が
で
き
る
環
境
が
あ

れ
ば
、
家
の
中
で
事
故
等
に
あ
う

こ
と
も
な
く
安
心
し
て
飼
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
身
元
の
表
示

　

迷
子
に
な
り
飼
い
主
の
元
に
戻

る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
に
は
鑑
札
を

付
け
、
猫
や
そ
の
他
の
動
物
に
は

名
札
等
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
最
近
で
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

に
よ
る
固
体
識
別
方
法
も
あ
り
ま

す
。
動
物
に
負
担
が
か
か
ら
ず
簡

単
に
注
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
予
想
さ
れ
て
い
る
大
規

模
災
害
発
生
の
際
に
も
役
立
ち
ま

す
。

◆
イ
ベ
ン
ト

　

９
月　

日
、　

日
の
２
日
間
、

２２

２３

中
央
行
事
と
し
て
「
動
物
愛
護
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
上

野
恩
賜
公
園
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
町
田
市

１０

２６

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
「
ま

ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い
２
０
０

８
」
を
行
い
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
��
７
２
４
・
２
７

１
１

　市では、市民サービスの向上と庁内事務の効率化を図るため、コンピュータシステムの
開発・導入を進めています。
　コンピュータで処理されている項目の公表は、市の個人情報保護制度の趣旨を踏まえ、
どのような情報がコンピュータ処理されているかをお知らせするため、「町田市コンピュ
ータシステムの管理運営に関する規程」第３５条に基づき行っているものです。
　ここでは、２００７年度に稼働・更改した業務システムについてお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□問 情報システム課��７２４・４４３２

福祉総合システムシステム名

生活援護課　　��７２４・２１３５　　障がい福祉課　��７２４・２１３６
保険年金課　　��７２４・４０２７　　高齢者福祉課　��７２４・４０４８
子ども総務課　��７２４・２８７６　　子育て支援課　��７２４・２１３８

業務主管課

生活保護、身障手帳・愛の手帳、補装具・日常生活用具・住宅設備改善、心身障
害者福祉手当、重度心障手当、町田市重度心障手当、心身障害者医療、特別障害
者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当、老人保健、養護老人ホーム、特別児
童扶養手当、児童扶養手当、児童手当、児童育成手当、ひとり親医療、義務教育
就学児医療、幼稚園補助、乳幼児医療、母子・女性資金、保育園に関する業務

主な業務内容

氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、本籍、国籍、在留期間、世帯主との続
柄、親族関係、住民異動年月日、異動事由、死亡、失踪、加入健康保険、取得医
療証、加入年金、利用施設名、加入介護保険、収入状況、納税額等、公的扶助の
受給、金融機関名、口座番号、他法・他施策の受給状況、年金の受給、医療給
付、病歴、障がいの状況、医療機関名、手当の受給、妊娠、病名、福祉機器の利
用状況、薬局名、要介護認定審査、保険給付、結婚・離婚歴、職業・職歴、学
歴、財産状況、健康状況、家庭環境等、各種手数料等、保育園名、幼稚園及び幼
児教室名、通園期間、補助金額、申請理由、支給金額

主な項目

学童保育システムシステム名

児童青少年課　��７２４・２１８２業務主管課

学童の登録管理、育成料の管理に関する業務主な業務内容

氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、世帯主との続柄、家庭環境等（家族構
成）、学籍、学童保育クラブ名、納税額等、公的扶助の受給、障がいの状況、金
融機関名、口座番号、各種手数料等

主な項目

住民記録・戸籍システムシステム名

市民課　��７２４・２１２３業務主管課

住民基本台帳・戸籍の異動、証明に関すること。
外国人登録、証明に関すること。
印鑑登録、証明に関すること。

主な業務内容

氏名、性別、生年月日、住所、住民票コード、本籍、国籍、親族関係、在留資
格、世帯主との続柄、住民異動年月日、異動事由、筆頭者、加入健康保険、加入
介護保険、加入年金、手当の受給、選挙資格、出入国港、出生、結婚、離婚、妊
娠、認知、父母との続柄、職業・職歴、成年後見、親権者、死亡、届出人の資
格、病院名、印鑑登録・印影

主な項目

９
月　

日
２０

　

〜　

日
２６

　

地
域
で
輝
く
た
め
の
講
座
で

す
。
町
田
で
新
し
い
出
会
い
と
発

見
、
楽
し
い
自
分
流
の
生
活
が
き

地
域
へ
踏
み
出
す
第
１
歩

　

・　

華
ざ
か
り

５０

６０

っ
と
み
つ
か
り
ま
す
。
ご
夫
婦
で

も
ど
う
ぞ
！

○
対
象　

地
域
で
活
動
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
方
（
原
則
全
回
出
席

で
き
る
方
）

○
期
日　
　

月
１
日
〜　

日
の
毎

１１

２９

週
土
曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容　

「
私
の
楽
し
い
１
か

月
」
「
人
生
を
２
倍
楽
し
む
」
ほ

か○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

電
話
で
市
民
協
働

推
進
課
（
��
７
２
３
・
２
８
９

１
）
へ
。

く
）
全
６
回

○
コ
ー
ス　

薬
師
池
公
園
周
辺
、

小
島
資
料
館
、
田
端
環
状
遺
跡
、

青
木
家
住
宅
ほ
か
（
毎
回
４
〜
５

時
間
程
度
歩
き
ま
す
）
。
コ
ー
ス

の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

○
講
師　

町
田
地
方
史
研
究
会
・

小
島
政
孝
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

※
今
年
度
こ
と
ぶ
き
大
学
の
他
コ

ー
ス
受
講
の
方
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
９
月　

日
ま
で
（
必

３０

着
）
に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
〒

　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
６－

８

１９４

－

１
、
��
７
２
８
・
０
０
７
１
）

へ
。

コンピュータで
処理されている項目を公表します



２００８．　．　（　） ９ ２１１０ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
４
２
５

ｇ
ビ
ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し

ま
す
。

○
期
日　

９
月　

日
（
土
）

２７

○
販
売
時
間　

午
前
９
時　

分
か

３０

ら
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

○
実
演
時
間　

午
前　

時
〜
午
後

１０

２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

□問
 

同
館
��
７
３
６
・
８
３
８
０

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

【
①
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー
】

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　

９
月　

日
（
月
）
午
後

２９

３
時　

分
〜
４
時

３０

○
内
容　
「
竹
取
物
語
」

【
②
子
育
て
広
場
「
こ
ろ
こ
ろ
キ

ッ
ズ
」
】

　

親
子
で
楽
し
む
体
操
や
簡
単
工

作
等
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

１０

１５

２２

２９

日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

３０

【
③
子
育
て
広
場
「
お
も
ち
ゃ

箱
」
】

　

こ
の
日
は
大
型
遊
具
や
楽
し
い

お
も
ち
ゃ
が
い
っ
ぱ
い
�

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

毎
週
金
曜
日
午
前　

時
１０

　

分
〜
正
午

３０【
④
子
育
て
広
場
「
お
は
な
し
、

い
っ
ち
に
」
】

　

手
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

で
お
話
の
世
界
に
親
し
み
ま
す
。

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

○
日
時　
　

月
８
日
（
水
）
午
前

１０

　

時　

分
〜
正
午

１１

３０

□問
 

同
館
��
７
１
０
・
１
４
７
５

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

【
郷
土
史
公
開
講
座
「
自
由
民
権

運
動
と
町
田
」－

民
権
運
動
と
そ

の
行
方－

】

○
日
時　

９
月　

日
（
木
）
午
後

２５

６
時
〜
８
時　

分
２０

○
講
師　

自
由
民
権
資
料
館
学
芸

員○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２５

【
環
境
公
開
講
座
「
世
界
を
め
ぐ

る
食
糧
と
資
源
」－

エ
コ
ロ
ジ
カ

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

後
期
公
開
講
座

【
秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
】

　

奥
秩
父
山
系
、
長
野
県
・
山
梨

県
に
ま
た
が
る
横
尾
山
（
標
高
約

１
８
０
０
ｍ
）
と
野
辺
山
に
あ
る

飯
盛
山
（
標
高
約
１
６
５
０
ｍ
）

を
、
ゆ
っ
く
り
と
眺
望
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
初
心
者
向
き
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
と
そ
の
随
伴
者

○
日
時　
　

月
５
日
（
日
）
午
前

１０

８
時　

分
（
町
田
市
民
ホ
ー
ル
横

３０

観
光
バ
ス
暫
定
発
着
場
集
合
）
〜

　

月
６
日
（
月
）
午
後
５
時
ご
ろ

１０
自

然

休

暇

村

解
散

○
宿
泊　

自
然
休
暇
村
（
長
野
県

南
佐
久
郡
川
上
村
）

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

４０

○
費
用　

１
人
１
万
４
３
０
０
円

（
交
通
費
、
宿
泊
料
、
１
日
目
昼

食
〜
２
日
目
昼
食
、
ガ
イ
ド
料
、

保
険
料
等
を
含
み
ま
す
）

○
申
し
込
み　

９
月　

日
午
前
９

２１

時
か
ら
電
話
で
自
然
休
暇
村
（
�

０
１
２
０
・　

・
２
８
３
８
）へ
。

５５

※　

月
１
日
以
降
の
取
り
消
し

１０
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料

が
必
要
と

な

り

ま

す
。

室
内
プ
ー
ル�

1
７
９
２
・
７
７
６
１�

学童保育クラブ子育て支援事業　親子あそび
　お話会や工作など、毎回楽しい遊びを準備してい
ます。詳細は、各施設にお問い合わせ下さい。
※開放できない日もあります。／駐車場はありませ
ん。／午後０時４５分までランチタイムとして場所を
提供しています。
○対象　保護者同伴の乳幼児

開放日時施設名活動名

毎週火曜日
午前１０時～１１時３０分

本町田学童保育クラブ
（本町田小敷地内）
��７２２・０８１５

町
田
市

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ
ブ

森野学童保育クラブ
（町田第四小敷地内）

��７２６・２４４８

毎週金曜日
午前１０時１５分～１１時３０分

なんなる学童保育クラブ
（南成瀬小敷地内）
��７２６・１７５８

（
社
）

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

毎週木曜日
午前１０時１５分～１１時３０分

七国山学童保育クラブ
（七国山小敷地内）
��７９１・１６０６

毎週木曜日
午前１０時４０分～１１時４０分

野津田学童保育クラブ
（鶴川第一小敷地内）

��７３５・４５６８

毎週火曜日
午前１０時～１１時３０分

なかよし学童保育クラブ
（忠生第一小敷地内）

��７９１・１７２９
（
特
）
町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
会

　
　
　
　
　
 
ぷ
ち
く
れ
よ
ん
ひ
ろ
ば

どろん子学童保育クラブ
（南第四小隣接）
��７９９・０９８９

成瀬学童保育クラブ（あおぞら）
（成瀬センター隣接）

��７２６・７９６６
金井学童保育クラブ
（金井小敷地内）
��７３６・０７７１

鶴川学童保育クラブ
（鶴川第三小敷地内）

��７３４・０４２９

□問 児童青少年課��７２４・２１８２

一人ひとりの人権意識を育む

����������������		

������������������
を開催します　

○日時　１０月４日（土）午後１時開演
○会場　町田市民ホール
○内容　講演＝法政大学教授・田中優子氏、音楽＝鶴川第二中学校合唱（平
成２０年度都合唱コンクール金賞校）、玉川大学農学部の農場太鼓

○申し込み　電話で町田市コールセンター（��７２４・５６５６）へ。
※来場の方には記念品を差し上げます。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課�

1
７
２
４
・
４
０
３
６�

　

ネ
オ
テ
ニ
ス
は
、
ボ
ー
ル
が
軽

く
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
の

で
、
ど
な
た
で
も
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
小
学
３
年
生
以
上
の
方
（
ペ

ア
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
も

可
）

○
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１０

１８

○
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

○
会
場　

小
山
ヶ
丘
小
学
校
体
育

館○
内
容　

基
本
技
術
・
練
習
試
合

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

１
人
１
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１

町
田
市
体
育
指
導
委
員
会

ネ
オ
テ
ニ
ス
教
室

人
ま
た
は
１
組
１
枚
）
に
、
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月
６
日

１０

ま
で
（
必
着
）
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
「
ネ
オ
テ
ニ
ス
教
室
」
係
（
〒

　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

　

－

１９４

３３

　

）
へ
。

１０
　

運
動
で
き
る
服
装
で
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
方

２０

○
日
時　
　

月
４
日
（
土
）
午
前

１０

９
時
〜
午
後
３
時
（
受
付
は
午
後

２
時　

分
ま
で
）

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
持
ち
物　

上
履
き

○
種
目　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
立

ち
幅
跳
び
・　

ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

２０

・
開
眼
片
足
立
ち
・　

ｍ
障
害
物

１０

歩
行
・
６
分
間
歩
行
・
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
問
診
）

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

市
民
体
力
テ
ス
ト

【
水
中
エ
ア
ロ
・
Ａ
】

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
踊
り

な
が
ら
、
体
力
作
り
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
最
適
で
す
。

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

１０

１４

２１

２８

日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

５０

【
水
中
エ
ア
ロ
・
Ｂ
】

○
期
日　
　

月
２
日
、
９
日
、　

１０

１６

日
、　

日
、　

日
（
い
ず
れ
も
木

２３

３０

曜
日
）

○
時
間　

午
後
６
時　

分
〜
７
時

４５

　

分
３５【

水
中
エ
ア
ロ
・
初
級
】

　

水
の
浮
力
を
利
用
し
た
全
身
運

動
で
す
。
泳
げ
な
い
方
、
初
め
て

の
方
に
お
勧
め
で
す
。

○
期
日　
　

月
３
日
、　

日
、　

１０

１０

１７

日
、　

日
、　

日
（
い
ず
れ
も
金

２４

３１

曜
日
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

５０

◇

室
内
プ
ー
ル
自
主
事
業

○
対
象　
　

歳
以
上
の
方

１６

○
定
員　

各　

人
（
申
し
込
み

３０

順
）

○
費
用　

１
回
（　

分
）
８
０
０

５０

円○
申
し
込
み　

午
前　

時
〜
午
後

１０

６
時
に
電
話
で
室
内
プ
ー
ル
へ
。

当
日
の
レ
ッ
ス
ン
開
始　

分
前
に

１５

受
付
へ
お
い
で
下
さ
い
。
出
欠
の

確
認
と
参
加
費
を
徴
収
し
ま
す
。

○
休
館
期
間　

町
田
第
一
中

学
校
＝　

月
６
日
（
月
）
〜

１０

　

日
（
金
）
▽
南
中
学
校
＝

１０
　

月　

日
（
月
）
〜　

日

１０

２０

２４

（
金
）
▽
鶴
川
中
学
校
＝　
１０

月
６
日
（
月
）
〜　

日（
土
）

１１

□問
 

町
田
一
中
開
放
プ
ー
ル
管

理
事
務
所
��
７
２
７
・
７
０

０
９
、
南
中
開
放
プ
ー
ル
管

理
事
務
所
��
７
９
９
・
２
４

２
１
、
鶴
川
中
開
放
プ
ー
ル

管
理
事
務
所
��
７
３
６
・
０

５
９
１
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

��
７
２
４
・
４
０
３
６
（
開

放
時
間
外
）

臨
時
休
館
し
ま
す

学
校
温
水
プ
ー
ル

体育協会事務局からのお知らせ　　□問 体育協会事務局〒１９４－００４５、南成瀬５－１２、��７２４・３４４０

申し込み費　用日時・会場・内容対　象教室名

直接会場へ 
※持ち物　弁当・
水筒・雨具等。

５００円
会員
２００円
７５歳以上
の会員は
無料

９月２８日（日）午前８時５０分小田急線新百
合ヶ丘駅前集合／コース＝上麻生隠れ谷公
園～尾根道～平尾近隣公園～高勝寺～稲城
中央公園（昼食）～京王相模原線若葉台駅
前（ゴール１２㎞）～若葉台公園～連光寺公
園～旧聖蹟記念館～京王線永山駅前（午後
４時ごろゴール１８㎞）

市内在住、在
勤、在学の小
学生以上の方
及び会員

市民ウォーキング 
（梨の里・稲城）
 

※詳細はお問い合わせ下さい。

●
東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
に
ご
協
力
を

　
　

月
〜　

月
に
か
け
て
同
調
査

１０

１１

（
人
の
１
日
の
移
動
を
把
握
す
る

調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
同
調
査

に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
交
通
計

画
の
基
礎
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま

す
。
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
／
□問
 

東
京

都
都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
交
通

企
画
課
（h

ttp
://w
w
w
.tok
y
o

‐ 

p
t.jp
/

）
��　

・
５
３
８
８
・
３

０３

３
０
０

れ
あ
��
７
９
２
・
２
７
２
０

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
ケ

ア
ワ
ー
カ
ー
（
非
常
勤
職
員
）
募

集
　

資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

資
格
を
お
持
ち
の
方
／
申
し
込
み

＝
履
歴
書
を
９
月　

日
ま
で
（
必

２６

着
）
に
小
山
田
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
２
０

１９４

２
、
下
小
山
田
町
３
５
８
０
、
ふ

れ
あ
い
桜
館
内
、
��
７
９
７
・
９

４
８
９
）
へ
。

●
お
ひ
さ
ま
保
育
園
職
員
募
集

　

職
種
＝
保
育
士
（
有
資
格
者
）、

保
育
補
助
（
経
験
者
）
、
調
理
員

（
経
験
者
）
／
□問
 

同
園
��
７
３
６

・
６
６
４
８

●
町
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
日
帰
り
バ
ス
旅
行
（
箱
根
方

面
）
の
ご
案
内

　

対
象
＝
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
と
そ
の
家
族
／
期
日
＝　

月
１０

　

日
／
費
用
＝
２
０
０
０
円
／
申

１８し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　
１０

月
５
日
ま
で
に
同
協
会
（
〒　

－１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－２４

６
、
せ
り
が
や
会
館
内
、
��
７
２

２
・
０
５
６
５
）
へ
。

●
市
立
室
内
プ
ー
ル
内
レ
ス
ト
ラ

ン
・
か
と
れ
あ
調
理
補
助
（
パ
ー

ト
）
募
集

　

資
格
＝
同
プ
ー
ル
近
く
に
お
住

ま
い
の
方
／
委
細
面
談
／
□問
 

か
と

ル
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
・
環
境
容
量

の
視
点
か
ら－

】

○
日
時　
　

月
１
日
（
水
）
午
後

１０

６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
講
師　

國
學
院
大
學
教
授
・
古

沢
広
祐
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

◇

○
会
場　

森
野
分
庁
舎

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
市

民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
��
７
２
９
・

１
１
９
５
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社�

1
７
２
４
・
３
４
４
０�



２００８．　．　 （　）９ ２１ １１ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６

お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �
備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名

お問合せはお気軽に！１３団案内係・山本��７２９－４０６０無料玉川学園文化センターほか９月２１日○日 、２３日○祝 ほか　随時受付☆ボーイスカウト体験見学会☆対象年長～小４年☆
１０月１３日もあり盛屋��０９０－９３８６－０１４２５００円健康福祉会館　○Ｐ なし９月２１日、２９日、１０月７日午後１時～�ダンスパーティー�ブルースターズ
全席自由・当日券ありコール・ウィステリア��７３６－３０３２１０００円町田市民ホール９月２３日○祝 午後２時開演コール・ウィステリア第１６回定期演奏会
当日受付（定員５０名）ひふみ町内会・田中��７３２－０８６１無料南成瀬ひふみ町内会館９月２３日午後１時３０分～３時講演「介護保険の概要と支援センターの役割」
床リニューアル。お気軽に事務局��０７０－５５６４－８１３７５００円健康福祉会館　○Ｐ なし９月２３日○祝 、２８日○日 午後１時～４時◆ダンスライフ�初秋のダンスパーティー
事前にご連絡を願いますインストラクターの会��７２６－６０００５００円町田市民文学館前スタート９月２５日○木 午後１時集合女流俳人「浜藻」を偲ぶ「文学歴史散歩」
　宮川��０４２－７２７－２８８０無料すずかけ会館９月２５日○木 午後１時３０分～３時３０分オレンジリズムサークル
１０月２８・３０日別内容でアリフローラルサークル��７２６－３１９６３５００円町田市民�４階学習室フォー�

ラム�９月２５日、３０日午前１０時～１１時３０分�プリザーブドフラワーオレンジガーベラアレンジ
初心者大歓迎気楽にどうぞ民踊親和会・原田��７９３－４７６６無料町田市民フォーラム和室９月２６日○金 午後１時～３時●輪踊り講習会・楽しく踊ってストレス解消�
次回１０月２１日○火 午前１０時半～ＴＷＯの会・岡庭���７３５－９８１８３００円鶴川市民センター９月２６日○金 午後１時３０分～３時続★『末病医学』からだの信号受けとってますか？
ワルツやチャチャを一緒に溝口��７９５－２３１３無料つくし野センターホール９月２６日、３０日午後１時３０分～�始めよう！初歩から�ラウンドダンス見学と体験
大人バルサ胴機子供折紙機大場��０４２－７２８－４５８１大人１００円芹ヶ谷公園噴水奥広場９月２７日○土 午前９時３０分～１１時頃▲グライダーや紙飛行機を作って樂しく飛ばす会
トライアル有一人参加歓迎浜口昭男��０４２－７９７－７１５６５００円健康福祉会館４階９月２７日○土 午後６時～９時さわやかファインダンスパーティ
要電話予約シュエリン��７２９－３６６６１５００円玉川学園文化センター９月２７日○土 、１０月３日○金 午前たのしく英会話　こども・帰国生・成人初心者歓迎
歌大好きな方お仲間に事務局・鈴木めぐみ��７９７－２４９４無料ひなた村カリヨンホール９月２８日○日 午後１時～コーロ　ピアチェーレ発表会・オペラアリア他合唱
午後６時以降男性プロ指導鈴木��０４２－７２７－２０４３無料境川団地７号棟集会場９月２８日、１０月５日午後１時アイラブダンス　社交ダンス入門無料講習会
○Ｐ なし成田��０４２－７２７－８８０２３００円木曽森野センターホール９月２８日午後６時３０分～くるみ会社交ダンスパーティ
どなたでも御気軽にどうぞ志田とき江��７３５－３８９８無料鶴川市民センター音楽室９月２９日○月 午前１０時～正午ミュージカルの名曲を歌いましょう
有資格者が楽しく指導笠松浪子��０４２－７２３－１１８９無料高ケ坂団地Ｂ５集会所９月２８日～１０月２６日毎週○日 午後２時～高ケ坂日曜気功会　無料見学会　年令体力など不問
伝統音楽をお楽しみ下さい清川��０４２－７２３－８４５５無料町田市民フォーラムホール９月２９日○月 午前１１時～、午後２時３０分～♪長唄を学ぶ会・学習会♪（唄と三味線の演奏会）
元気くらぶ・わくわく多田��０９０－２３１３－８９４６５００円まちだ中央公民館ホール９月２９日○月 午後６時３０分～９時３０分思い出の歌をみんなで歌いましょう♪（映像字幕で）
初心者歓迎、気軽にどうぞ高瀬��０４２－７２２－４５７７無料なるせ駅前市民�ホールセン�

ター�９月３０日午後１時��ハーモニカ合奏「フレンズ」の公開練習
生バンドで踊りましょう小林��７９２－２０６８５００円木曽山崎センター９月３０日○火 、１０月２８日○火 午後１時～★アンサンブルフレンズのダンスパーティー
ゴム長靴持参願いますエコネット町田・松尾��７２１－８６８７無料恩田川坂下橋際１０月２日○木 午前９時３０分～１１時恩田川清掃（川の中のごみ拾い）
要申込！秋バラのアレンジフラワーズ・小宮山��０９０－６５０６－５９０７無料玉川学園文化センター第１会１０月２日○木 午前１０時～正午�フラワーアレンジ始めませんか？（無料体験会）
初心者の講習も有ります大塚��０４２－７９７－４２１６２０００円小山市民センター１０月２日、１６日午後７時３０分～母親にも出来る簡単な振袖・七五三着付け講習会
着くずれしない簡単な着付松田��０４２－７９７－７８８６２０００円木曽山崎センター１０月２日、１６日、１１月６日午後１時七五三・成人式の着せ方講習会
初心者歓迎ですお気軽に洋風吟詠会・小市��７２６－１５２８無料成瀬センター１０月３日～毎○金 ４回午前１０時～正午★美しい詩を吟じて心も体もリフレッシュ詩吟教室
初心者大歓迎桐山��７２３－６２４６無料木曽森野センターホール１０月３日○金 午前９時４５分～正午講習会　太極拳で健康になろう！四ツ葉クラブ
電話にて申込を生涯現役まちだ会・田中��７３２－０８６１６００円玉川学園文化センター１０月４日○土 午後１時３０分～４時講演「戦争体験者からみた今日の世相」谷口末廣
お待ちしています。杉山��０４２－７９３－９４０８無料木曽森野センター１０月４日○土 午後６時～８時スクエアダンス初心者講習会
歌好きな方是非お仲間に！布谷���０４４－９８８－１５０６１０００円町田市民ホール１０月５日○日 午後２時開演混声合唱団ＢＯＳＣＯ第５回定期演奏会
レッスン見学歓迎石���０４２－７２３－８１４０無料まちだ中央公民館学５学７１０月５日○日 、１２日○日 午前１０時～中国語会話初中級サークル体験
初心者歓迎有吉��７３９－９５５１無料町田市民フォーラム４階１０月１１日○土 午後１時～３時草笛指導と演奏会
鶴川親と教師の語る会北川��７３５－６３１８１００円鶴川市民センター第二会議室１０月１１日○土 午後２時～４時３０分学習会・子どもの学力と習熟度別授業
初心者の方、大歓迎！実方��７７１－７００８無料堺中学校武道館１０月１１日○土 午後６時～★★たちばな剣友会　体験見学会★★
ラケット無い方貸します家村��０４２－７９３－６０７１無料藤の台テニスコート１０月１１日○土 、１８日○土 午前９時３０分～秋季ソフトテニス教室　藤の台ソフトテニスクラブ
筆記用具　受付午後０時半～岡田��７２７－７８８４１００円忠生公園がにやら自然館１０月１２日○日 午後１時～３時自然観察会「木の実・草の実」
気軽にお一人でも参加可藤井都美子��０４２－７２９－２６８０１０００円町田市文化交流�旧ぱるるセン�

ター�１０月１３日、２０日午後１時～４時シルビア会ダンスパーティー
初心者中高年歓迎見学無料平本フサエ��７２３－４３６４１０００円本町田　今井会館１０月１４日、２１日、２８日午後１時３０分レクダンスや民謡踊りで楽しく体を動かしましょう
町田栄養士薬膳研究会藤田��０４２－７２４－９７２９２０００円まちだ中央公民館調理室１０月１５日○水 午前９時５０分～正午◆いきいき薬膳「秋は体の中から潤いを」
講師　家庭教育家松井和氏日本会議映像文化・小出��７２８－６９０１５００円町田市民ホール１階会議室１０月１８日○土 午後２時～４時「子育て応援講演会」子育ては親育て
要予約参加・保育必要な方種まく人���０４２－７７１－２４４２１２００円小山市民センター１０月１８日午後２時～４時乳幼児期その子らしく輝くために講演と演奏吉良創
講師小寺隆幸京都橘大教授ユネスコ協・高柳��７２５－３０６２１０００円まちだ中央公民館学３・４１０月１８日○土 午後２時３０分～ユネスコ講座「今チェルノブイリの子どもたちは」
楽団演奏・茶話会・あり杉原利男��０４２－７３４－５６７０無料町田市民フォーラムホール１０月１９日○日 午後０時３０分～５時まちだ地域国際交流協会「１５周年記念講演会」他
どなたでもどうぞ田島��７２５－０４３９無料わくわくプラザ町田１０月２１日、２８日午前９時３０分～正午洋裁なんでも相談教室
町田母親大会実行委員会小巻美智子���７２３－２６８７３００円町田市民フォーラムホール１０月２５日午後１時～４時第４３回町田母親大会全体会「どうする�食料危機」
参加自由花垣��７９１－０８３７３００円小山市民センター１０月２６日午後１時～町田ダンシング社交ダンス自主練習会
お気軽にお越し下さい。高橋美枝子��７９７－００１４無料成瀬センターホール１０月２６日○日 午後２時１５分～女声コーラス・コーレ１０周年記念コンサート
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【市民の広場とは】
　町田市民の皆さんの交流や、仲間づくりをお手伝いするコーナーです。
催しを紹介する「おいで下さい」と、会員募集を掲載する「仲間に」の２
つのコーナーがあります。
【掲載できる活動】
　代表者・連絡先が市内在住者で、市内の公共施設等を利用して行う活
動、もしくは野外で行うハイキング・自然観察会など。講師が自ら生徒を
募集して行う活動、営利を目的とする活動、政治・宗教活動、法人等の活
動、バザー・フリーマーケットなど物品販売を主とする活動、個人宅・宗
教施設・ホテル等を会場とする活動、参加費・月会費が上限（３０００円程

度）を超える活動等は掲載できません。
　所定の申込用紙は、広報広聴課広報係（市役所４階）で配布しています。
　掲載を希望する方は、必ず一度説明を受けたうえでお申し込み下さい。
　この欄に掲載された場合は、町田市ホームページにも掲載されますので
ご了承下さい。
※活動内容の確認やトラブルの解決は、当事者間でお願いします（市は関
与していません）。また、各開催施設へのお問い合わせはご遠慮下さい。
※市民サークルに関しての情報は施設案内予約システム（http://www. 
yoyaku.machida.tokyo.jpまたは各施設の利用端末等）からもご覧にな
れます。



２００８．　．　（　） ９ ２１１２ 町町田田市市ココーールルセセンンタターー11０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　�外科系　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　　つくし野外科胃腸科
 （11０４２・７９５・５８２１）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�小阪内科クリニック○内 ○小 
 （金森１７９３－１１　11７９９・３９３３）

　�原町田診療所○内 ○小 
 （原町田４－１７－１１　11７２２・６６６５）

　�小泉医院○内 ○小  （玉川学園２－５－２４　11７２５・８４１１）
　�上井医院○小 ○内  （鶴川３－１１－１５　11７３５・３９５７）
　�佐久間内科小児科医院○内 ○小 
 （小山田桜台１－２０　11７９７・３５５６）

９／

２１
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）２２
月

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　�外科系　町田病院 （11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　井美耳鼻咽喉科医院
 （南成瀬１－１－２　11０４２・７２９・３３８３）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�しのはら小児クリニック○小 
 （小川１－２－８　11７９５・３００３）

　�アツミ医院○内 ○小  （中町３－６－１３　11７２２・２１８５）
　�岩�アンチ・エイジングクリニック○内 
 （玉川学園８－８－１　11７２６・１５０５）

　�富医院○内  （大蔵町１０９　11７３５・５６５５）
　�本町田胃腸科外科○内 
 （本町田１１７３－１　11７２３・２２２１）

２３
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２８日　第１３
回　まちだ版の会木版画展○問 青木11６３６・
３６３６）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅

前、小山市民センター横
３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：小山ヶ丘小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）

２４
水

☆市民ホールギャラリー（～２８日　第１３回 
線芸町田合同書道展○問 書悠会11７２８・
０６５８／～２９日　第２３回　キャッツアイ 
写真展○問 グループキャッツアイ11７３５・
０７３３）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

２５
木

☆町田市フォトサロン企画市民展示室（～２９
日　朝日アウトドア教養講座　「第６回ぐ
るっと富士山講座写真展」○問 町田市フォト
サロン11７３６・８２８１） 

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイラ

イフ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン

前、鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～正午、１時～３時　電話相談のみ
受け付け＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議 
会11７２２・４８９８）

２６
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

２７
土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　�外科系　南町田病院 （11０４２・７９９・６１６１）
　　　　　　町田市民病院 （11０４２・７２２・２２３０）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�町田南ホームクリニック○内 
 （鶴間６８４－１　11７８８・２５８１）

　�原町田医院○内  （原町田６－２８－１５　11７２２・２４３４）
　�小野寺クリニック○内 
 （本町田４３９４－９　11７３２・５６０５）

　�鶴川診療所○小 ○内  （鶴川６－７－１　11７３５・２３８７）
　�こじま内科○内  （小山町３２４５－１　11７７０・２５１３）

２８
日□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：ゆうき山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）２９
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：市立博物館前、東玉川学園１丁目児

童公園、上小山田町はなみずき公園
１時５０分：成瀬台公園
２時　　：柄沢公園
３時１０分：朝日公園、南つくし野やなぎ公園、

矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

３０
火

☆市民ホールギャラリー（～１０月５日　墨 
のかたり○問 書道研究「蘇香会」11７２０・
５３０５）

☆国際版画美術館市民展示室（～１０月５日 
佐野登志子　七宝美術協会町田展○問 佐 
野11０４５・９６２・３６６７／～１０月５日　橘
芳会書展○問 信岡11７９５・６２５２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科系】�
　※小児科系は２５日午前８時３０分まで�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
※電話番号をお間違えのないようご注意下さい。�
　おかけになる前にもう一度ご確認を�

！�

月・火・木・金・土曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着４０人）の予約を受け付けます。�

今月の納期は９月３０日です�

�

国民健康保険税�
＜3期＞�都市計画税�

固定資産税�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

町田リス園1734・1001問�□�

町田リス園振替休園のおしらせ�

２３日（火）は祝日のため開園し�
２４日（水）を振替休園します�
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●類型／介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）　●介護保険／特定施設入
居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護（東京都1373203171）　●居住の権利形態
／利用権方式　●利用料の支払い方式／一時金方式　●入居時の要件／入居時自立・要支援・
要介護　●介護居室区分／全室個室　●介護職員体制／2.5：1以上　●土地・建物の権利形態・賃
借（平成20年9月より20年間）　　　　　（株）知創／本社：東京都新宿区早稲田鶴巻町557-12


